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第一分科会

「
獲鑓 市 へ の 基 鑽 軋 饗 ず》整 :満 科 教 育 の 必 tp方 轟

兵簿県鰻躍市立峰掘4ヽ学校 今鍵爆博

(1)遷究童鸞

農立への議鑽最養う生話姜議育のあ撃粛

(2)研究主題設定の理由

以下の3慮録理由舞より上認主題を設定し。『自立へ働轟繊織繋う』えあの方饉をいるいろな角度から鐵

ることにした。                ・

① 現在の議遮鐘変化する社会に。見壼が対惑してもヽくたぬ詭慮、覇雀に安住することなく。よりよ奮もの

へ関心や轟味をもち、不断に新たなものを学び取ることが要求されて聯る、oそ翁ため、児童自らが主修と

なって豊錢や社会とかかわりつつ。生活上必要な習慎や披能。生きて儘く知識など徹烏に付llfも必要務

らう。

0 本較鍛鐘学年児壼銀は次のような頷白があろ.

・ 基本的生活習饉が鮮鮭つもヽていないo

・ 盤活上必要な披饉の種機が不十分である・
・ 体験し、実感し、麟縛じてしゝる通とが非常に少ない。

機 教育議轟審議会の答申 (鐵穆62年 1尋燿24覇 )の生活科『教料餞定の主撥とおらい』鯉『生活科は

具体的な活菫や体験徹通して。自分と身越な社会や自然とのかかおりに質心をもち、自分自身や自分の生

話について考えさせるととも鐘、そ勢轟緩において生活上懸要な習慣や技織量みにつけさせ。穐立今o基

鍵を萎うことをねらいとする」とあ曇・

(3)研究方法

① 理論的畿寃
e 畿料としての生活科

・ 白己襲銀鸞,社会轟議、自鐘認識
。 鍾戦ゃ系鎮

・ 授業の方法、形態

③ 菫査鍋研究

・ 児童、社会議鑢、自然轟境の実態揺鐘

・ 児童の社会や曲蝶に対する圏心慶

・ 道彗lllの発達

・ 鶏童の生活経験

⑬ 爾発籠研究
0 年間指導計画、単元指導計画の作成

ャ 鐘械轟発

④ 実践飽研魏
0 授業量饉じた年爾指導針画.撃元議導計画の愛轟性の検鮮

・ テぜ…ム・ テイーチング、チユーター制度、モジユール学奮

・ 鮮極の方議

・ 特別話議におill尋 盤活科0盤鷲付け 《鋼、O③集会)



(4)覇範曲書

0 学酸饉朦鸞を生鮮れて

予どもか学騨ず懲上暉、

“

機の難えず俊麟織藤鸞銀大きい鍛窯畿飩ゅ爾機麒艤、食料鶴な醸轟警籍いゃ

よりおけ覇鑢醸饉鑢雑鐘力畿入轟電雷た.学機の持ち曲で震憑翁醸鵡機轟蝿曲喩,そ 総鷺濾品機鍮機プスレ

チが夕 《鯛C‐・ザン瞬―プ、レインデゃ・―顧―プ、卜職界懸簿鑽、ジヤンデ麗など》、子ども達が争奪ゴや

憶かと惨趣麟ぶことがで書懸癬ッサンググランドゅ臨鑢鮭圭醸びがで慧島遺鰺鷹麟、準鰺ごと銀もヽ纂むヽ機

な輿が繭奮さ象でける鷺曲饉t蠅季誉轟ぜれ翁機や野轟藤艤えられてしヽる機蝿中学彊農銅、畿量や鰯鮮撫

ぐ轟や水撥、畿移しヽ麟興が設置書轟ぬ運難機。そ颯鐘、鐘畿務資料壼、ミ黒襲鐵饉、ミ轟科学鑢ゃなど武

壼意議轟た藤機、畿麟で轟機。億れら壁構蠅鍾議躍した億鸞轟畿書のあけ方量総りた暮ゝ.

⑮ 横鍾の轟壇畿盤かして

本機は,議醸議の菌騒Lコ闘強蠅 (寧轟ふ斃鷺題麟から10K撥》韓位鍾し、山や鰯燿疼∫::っ 《雪ヒ寺電闘卜、書電菫本櫛も8確『麗など

機自鑢綴鑢鮭意志轟てい品。また、神機や寺鑢、繭鐵や斃鍾爆,公爾や公民饉などの公共施設と社会鑢な

機境にも意まれ、量こから多くのこと豊学ぶことができる.しかし、糧実に誡軸 も窓轟もそれらの壕塊

徹十分に生かしきってはいなしヽ魯億墨て、盤溝科の学種の場や畿繊としでそれらむ見直し、活饉を躍って

いきた聯ヽc

D A輔の活層を爾る

学機や地域の機鋳資源の醤霧だけではなく、人鰭畿材鍵闘饉ゅ鸞爾も爾憾たしヽ.公共畿轟で爆く人、二

機や商購命人、あるいは、家族や地域鍛吉者などから懸最餐いなりs鐘いておられる姿に懸れることによ

誓子ども遺は多くのこと数学ぶであろう。それらめ人鍛専籠鋳知識や披鼈、貴重な経験機織、子ども総鶴

轟濾見方や考え方の変革、輸神織な強さ0育成に大きな毅翻敬暴なすも鍛と思わ島6.そ盤で,電書轟麗

り学雪の機や轟材量児童の生播鐵である窯臨.機区、鼈域社会銀康め、広げてい量たい。モ総―饉として

チ墨―参…駆度が挙げられる。

◇ 学習鋳躍鍮モジ轟―ル化働可饉饉豊擦る

現行の学習議導要優で識.1単畿時爾盤45分な移ているが、露壼鍛鱚機や具体的な話轟を醸機じ、攀

機の場敬地域社会に広げる生話科③教科として鍵鏡機上、45分≧懸ヽう単位鋳闘濾翻畿された学習減難で

鐘十分な懸難が朧籍できない。Wi・ 蓬で。15分 盤巌モジ島―ルとし.鸞 3時爾壁原則として授業を行うよ

う掘導謝画をえてることにしたい.懇論、 1年麗羅1年露192時爾亀盆年躍ヱ③5時麗の椿義守る.

.15分 という時爾を撃強時爾とした鰺鐘、下趣働鍾曲による.

0 45分 ≧らヽう学校全体の時蘭警響にも支障最きたすことが少なもヽ.

。 議導計画上、15分が最も燿してしヽるよう舞思われる.

ユ懸分、 3の 分 露学習請爾豊たてた響、観察や調査の鍵録、饉奮や裁培の世議など

60分、75分、90分 =学習の場や畿材を機外縫求めた縁舎 (1年の『公爾で選鐵う遇、λ年『店で

はたらく人たち』趣ど)や、循事のような活動徹行う場合 (2年の『お祭り

徹しよう』など}

⑬ ティー‐ム ティーチングを取り入れる

学習内容によリティーム テイーチングを行う.儘えば.1年で『轟学轟の様子などについて轟べ、安全

な登下絞がで奮るようにする』という肉容では。
。自轟台、毛野

・ グリーンハイツ、籍趨

・ 六角.刀出整難立

授議の議機の分握を行ったり,懇人羞こ応翻、学習空鐵の分握な舗うoその機、学習幾暴を高めるため、

した授業を行うため、授業のコースの分握畿行うことにする.

機 その機、次のような内容についでも研究を稼いたい.

③ 機材麗覺

{個)学校や堪域社嚢の物的議輔。人鞠轟材のリプース マップづくり

0 評価の方擁

0 選警 国網機育との鷹邊

0 3年以降鍵盤会、懇科への覺晨 《轟瞳.鰻域の二面から》

◎ 中・ 高学年め籍劇溝動との圏連

0 機盤握畿曹と働繭進

O

IIの
それを轟

・

鶯下機グルt― ブ翼畿難が1■ずつかかわ儀ともゝつ虚黎爾饉



(5)実 践割
懸 よ学部   畿輔斜等詈鑽馨鑢

1.単元名  北盆爾で避ぽ争

2.趣  旨

0 子どもは、麟ぴ懸濾じても身体的議鰭 轍 艤盤・ 平行感顆 持久藩など》や鰯鞠鑢磨 《鯛轟鐘 0艤畿

性・ 知鑢轟轍性など》が難逮したり.簡轟が豊か織なっ魚りす機。また。繋爾醸び織よ喘て。鶴購機や

思いやり、曲轟艤機など、人間関饉の持ちかな徹攀が、社会性も培われてくる.さ らに、意鷺徹重蠅す

ることから。議がら麟れる時間が長くなったり、籍職鑢懸鮮店がって、自立への轟醸が轟われ轟.この

ように。畿びは、敵育釣爾議が高い.

本単元は、通うした選びの嵐さを生かし、児童にとって最も身近な公共施設である公圏畿援うことに

より。次のようなれらいな逮感 じようとするものである。

・ 公饉は.子 どもたちにとつて豪しい遊び場であるだけでなく、鑢鸞やお年寄りなど、みんなのも

ので轟ることに気付く。

・ 避具だけでなく、いこい畿圏的とした麓菫や安全百を考慮した藤畿などが重えられても■ることが

わかる。

・ 公爾総きまりを守り、鐘畿徹武響銀使って。豪しく遊ぶことができ益。
。 自然と鐘れ合う中で。鐵すおもし機さ、見つける喜びもつくる轟しさ験機おう.

というようなことをねらいとしてもヽも。さら銀ゅ通の単元を通して。あもヽ書りや鑢し合いの大切菫銀気

付き、自分諄とって公翻はどんなものである機か鬱考えるようにもなるだろう。

そして。こ鍮単元は、 2学鐵の『季節の変 盤ゞと豊紙と機かかわり』や 2年生の『乗り物や嶽などの公

共麓識の縄i懸 働しかた』へとつながっていく.                    =
0 本学畿の児童はも効稚霊や保育所で集園生話を経職し、菫逮と伸良く遊んだり、憾力して仕事ができ

るようになってきている.そ して、学校探検をする中でも自分逮の生活は.先生やいろいろな人々翼よ

って吏えられている事がわかってきた.ま たも学鱗組鐘うもヽ発翫ヽろな施設が整えられている通≧穏気付

奮、上手醜使うことができるようになってきている。

こ錢よう鐘、学校銀おいては,施設の使い方や集園豊鑽がで意轟ようになってきた児童も。地域社会

におしヽて鐘食共綴識である公通の使い方や集目選びができていないのが現状である.

本蕪、鱚重闇の予どもは、友逮とかかわりながら。けんか転したり。伸磯をつくったりし、特に上級

生から.ル ールのつく馨方、蕪や痙のとり方、車花菫びなどを教えてもらったりするものである。また

鐵から鰯常生活の感本的行動機式を学ぶものである.

しかし。本被では.塾やけいこごとに行く児童が多く、国最生と遊ぶこと豪あっても、上級生と遊ぶ

これが少ない。また、核憲族で共鐘きが多いためか。しつけの行き届いでいない薗も見受けられる.

このような環境下にある児童絶鯰.盆議の使しヽ方や、集躍での遊び方徹学ぶ機会は少ない.ま して、

公題歌みんなのものであり。きまりを守づて選ばなけれlldな らないことに気付いたり、自分から自然撻

饉きかけて遊ぶことはあまりなしヽ.

○ そこで、子どもにとって最も自由で。楽しい鸞動警轟顧『遊び』毅学習活動の中心に据え、議な、攀

雪の場 《遊びの場)と して公目を選び。楽しく学藩数すすめていく申で轟らい議達成していきたい.さ

らに。公鶴の行者帰 りの道 (約 二Km)で も。他攣元修学奮晦籍と鐵連づけて、安全な道路歩行や自錢

との触れ合い。身近な人々との接し方などの学奮も行うこと藁する.

奪攀元では、 1人ひとりにできる限り多くの活動や鰻職場さ讐ることを菫機じ。それ徹通して灘動上

必菫な知識や披饉.心備を菱いたい.そ のため.公囲を利燿すると量の彗まりやも麟びのル…ル.遊び

の方機。自麟み釣触れ合い方などは。識在的な知識や技麓以上鐘多くを与えないようにする。

また。一連の学響鶴盤の幸にも議し合いや検をかく活動数取り入れ、爾爾とのかかわりで自己経見つ

め直さ世ながら学鷲徹朧めていくことにする.そ して、選びや生機に必要な鬱まり転守りももっと真しヽ

きまりやル…ルを協力してつくろうとする態度を育てたい.

S.轟 響

・ 食躍はいわりヽ轟摯麟異や議鑽が饉えられも多く醸人々に網躍意れていることがわかるよう鐘する。

・  公鋼の動轟や麟量を、みんなで正しく。大切臨鯛もて遊ぶことがで鬱番ようにする.

。 身近な守年T鍾れ ,み 量第鍛察 れ瀬転機轟う轟とがで灘るようにする.
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(7)四月からの研究経過

実践

(第一学年)                 (第 二学年)

北公圏で遊ぼう          .     お店で鶴く1人 々

どろんこ避びをしよう             増ヽ1::で遊ぼう

私の家                    土や砂で遊ぼう

研究内容

第一学年年間指導計画、単元指導計画

幼稚園教育との関係

道徳教育との関係            |

評価、蝿査の方法 など     |

まだ、研究を進めている過程に過ぎず、課題にまで至うていない。

率具体的な実践記録は別紙プリント:こ て

爵 攣  元
^饉

時難 小 掌 漁 極 島 単  鼠  亀 時数 増ヽ 撃 元 名

４

～
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学校絲ぐり
学校案無図

減ヒ公艤へ幡こう S ・』と公爾へ槽こう

鴛
～
濾

積あつけた 13 虫をきがそう
難つぱや本の実で醸
ぼう
お轟なつくろう

４
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傘

生命働不思譲 ７
息
２
学
期
◎

・ひとつぷの種から
・′

1ヽ さな生命 冬じたく 6 冬じたく

学校 3こ もお二月 轟 お正陶あそぴ

たこたこ上がれ

鵞 真冬も大好き ] 6 。真冬は不思議
・寒さに負けずがんぱ
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彰よう

3 どろんこ遊ぴを
しよう

7 菫がきた 3 ・夏がきた 盆
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３

大量くなつ鯉
ぱく。わたし

10 額く。わたしのこの
一年
もうすぐ二年生９

～

鷺

わたしの家 ユ 2 わたしの家族
家族の世話
わたしの手伝い
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分事:会違

難難主轟

第 1分科会

作文指導とバズ学習

愛知県纏課郡蟹江町立蟹江ノ
Jヽ学校 轟鑽 央機

研究内容

蓋 を '子/Fメ
裏 卜 Lノ ーーニ ン グ

｀
デ ーィ ム 最通、つ し 理ヽ顧

( 1 ) オ亀IЬ lヽ

本崚減、議ぎ難わ理年度以来 9年間継続して作文指導tこ取等纏んでおり、

鼻辱憲曇週雪さ馨蓄舞圭F~奪轟委:尋互宣蓼繋覇霞璽∫事菫言:斃菫慧⑮
く時間曇確保と教師:こ よる指導を目鈎として設定されてもヽ4.こ 義}群作文
≫酸…ニングタイム』によって各学年に応暮た経続薮むな指導が襲難

・
されて

い4。

(2)方法

ア.時間帯
i乍寅 卜とノ~ニ ング・デイム:よ 、集会活動があ碁月曜露と本曜日を除いて

縮義拿時 3こ〕分から3時 轟5分 まで勢25分闘ここ設定されている,見菫
lよ 、こ勢時間になると自ら進んで文章を書き出すように蹴ってLヽ る。

イタ指導
くプ}覇

土曜日魯作文 トレーニンクサ イムを記述指導 ◆研究授業ここ当て、
内容の深化や敷::テ

寺整理ここ生かしている。25分間と言う限られた
時蘭の中でより効果密むな指導を行うため、後に述べる6X6X6濃
などを用いて指導にあたっている。

(イ )ゴ象義友誓
指導の形態は、個々の児童 :こ対する個剛指導 十一斉指導・小集藪

Tll罵 〔バズ)を中心としており 全体…小集圏―各自 を効果的に
組募合わせて密度鍮濃い指導を行うよう:こ なっ

~c~い
る。

(守 }

●年間
指導計画

各学年ごど:こ

1乍文 卜Lr_ニ
ング用勢独自
勢カリキュサ
ムを設定して
いる。

承  1秋 :等 1款
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≪≫等ま夢―一ヽ理書翼露緩≫撰諸鐸筆識》醒甕

薬典≫

豊舎幸ま貿
絶行文

蟄〕議 でFFIメ裏書l藷輻霙 払 ∫寸ジぞ義許雇雪

作文 トレ…ニングタイブヘは、饉浄L璽 碁持である。こ翁きわめて短い時間ここ離
果的な作文指導を襲聞ヒ「てひ4ふ バズ学習 く蟹紅小で数小集甕学習と呼んでい
る。≫がその有力な方違 [こ なってい轟器で締介したしヽ.

○ 作文指導①取締 争構懇、記述、マ撮ヒ評 中鑑賞などを総括して実施したい。

○ 短時間で勤果を上げたしヽ。

O A聞 関係を高心ながら軸果を上げ、ク予■赫霧轟気をよくし,な い。

参 経験嚇深浅に蘭係無く、どんな先生にでも容易に出来るようtこ したい。

こんな願いから開発さました作文指導法であり、二夫され、実践されてきたの
である。

(1)授 業法

訂轄 や藝 幸導選濃  ´

バズ学習礫「撃 。導』法 :ま 、錢人勢小グループで、事分間話 し合うとい

う意味で轟るが、こ勢作文指導法では、 6はすへて主な時間画こ分のことで

轟 4。
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(2)幡 報収集 {磐 分≫≧事集圏

トーミンダ蒔方墟温よる。思い1す くままtミ 1覇でも発表させる
次0点 :こ奮意してしヽ4.

.小集甕備利用 :こ ついて

参 ひきなり話し合いに入らないて、 今個人で考えてから 対゙話をして
から 試鼻てヽヽる。集日の成長も大切だが、鰹嚇充実も肝要であるた
峰、まず優に用意をさせるのである。

O 発表を鞭書ずる場合激、前述鍮通リキー〒―ドで試弊発.

ウ。発表ど釜≧評 (6分 }ど 41ヽ集圏

記述した作文を発表し、教轟が批評したり、子ども相互が話し合ったり
する。

話し合ってから発表する場合―一― 誤評等仰f疹正が必要である。

批評後の話し合いの場合―――各自の批評を理解し、確認する。

_ 作 文 指 導 の ま旨 華妻薇 唱
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今まで述べてきたこ≧lま 、長年勢作文指導ど一学期の試行錯誤の実践の結果か

ら産み出されてきた。しかしながら、まだ研究途中であり、今後より充実した作

文指導における壕ヽ集圏利躍を目指 lノ でさらに努力を重ねていきたい。

また、本絞嚇6年生 lま 、二学螺は6年間の作文指導曇集大成として、睦筆・ ノ
Jヽ

講 。物語ιこ響ζ戦して Lヽ毛 が、その中でも同じテーマを持つ児童襲よるノ
1ゝ集目指導

を行っていきたひr_b考えている。



難 1分科会
提案主題

子供が主体鈎に取り轟む社全科学習蒔茫造
～伝統工芸「率異鱗紙Jの実畿を選じて～

愛知暴春銀井市立北城小学校
'泰

喜

1.は じめに 一「バズ学習J鈴効果を上げる要件とは一

学級という大きな集団での一斉学習では ,・ 一人ひとりの子供を生かしされずに ,

曇響?共婆撃墓ず港F纏轟塾柔豊まこ撃ぎ蓉:Li澄蟹習を「L費緞冒号ム皐讐懸
成立していくも錯であり,"個を生かす"学習形態といえよう。ここでは,言うま
でもなく話し合いが命である。そして,その話し合いを活性化させるためには,少
なくとも一人ひとりの子どもに,課題に対して強い問題意識と進究意欲を持たせる
ことが肝要であり,それには,や Iよ り子どもの興味や関心を呼び起こすための豊か
な場面設定や毅材の工夫が大切になつてく́る。これらのことは,パズ学習導入のい
わば大群提というべきであろう。しかし,日 常で:ま ともすると,「少しだれ気味な
授業になつてきたので小集団での活動をJと いった程度の思いつきの授業に錨りや
すいというのも現実である。そこで,本実践では,子どもが主体的に取り組む社会
科学習を目指し,話 し合いの活性化を促す具体的な手立て,言いかえればバズ学習
の効果を上げる要件を模索しながら授業を進めた。

2.研究の内容

(1)単元のねらいと指導計画
パズ学習を効果鋳にする第一の要件:ま ,これから実施する授業について単元のね

らいや ,´ ねらいを達成するための教材,学習の流れを明確にした指導計画をじっく
り吟味することである。
ア〉単元のねむしヽ～今なぜ「伝統工業学習Jか～

:一 労働認識に轟する子どもの実態  ………………………………………………………………
1

: 「働く=金灘:す Jと 簡単3こ決めつける子どもが多く,収入や仕事の華やか :

:・ さだけにとらわれる領向が強い。言いかえれば,労議を表灘鋳‡これかとらえ i

:為 ことができず,多面鋳iこ違究じようとする姿勢も蒻い。また,自 ら社会の !

:一員であるという認識が稀薄であり,労働に対する見方も第二量鋳である。 i

鍵

この実態から,私は,大企業優無 理潤鱗…釣社会的鼠潮吟中で今なお古
くからの技術を生かして黙々と生産ほ携がってい拳人々,すなわち無続鋳な
工業に携わっている人々の仕事ぶ争に鸞れさせる機会を,子ども達に是非‐等・
えてあげたいと思つた。それは,伝続鋳工芸轟をつくる人々が,Iや りがいJ

や「誇りJを持って仕事に打ち込んでいるからである。また,長い年月と織
ゆまぬ修練iこ よ口》て培った手作り尋技術:ま ,議もまれ慈ことのできないも時
である。すながち伝統工業学習:ま ,「人鐸理解母学響Jであり,収入や外見
だけにとらわれがちな子ども達に議くこと・翁意義を再確認させる場を提供し
てくれると考えた。また,伝続鋳な工業に無在する「使い手鋳願いJと 「作
り手の喜びJと の蘭係,すなわち生産と消費の根本的な在り方を学習させる
ことにより,「 使い捨ての時ftJと いう言葉に代表される大量生産 。大量溝
費の近代工業のシステムに鏡く迫る目を育てることができるめではないかと
考えた。つまり,犠統の良さ・美しさを知らせることだけを爾的とするので
はなく,伝統工業の学習睦通して,社会を見る目を育てるのである。



イ)素材の発銀と教材化 ～美濃警紙を選択した理由t

材化することにした。

ウ}授業計画

授 業 の 流 れ 資 料  etc.
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伝統工芸カルタ大会

難曇‡量曇書言暑きを意意
'F羹緑轟畿F量量ぞ言曹テ
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伝統工芸カルタ14

15 作文「古圏さんの仕事を学んで』



(2)具体的指導の手だてと実践の経過

れ言墓基::憂驚Fを員通ナ筆警警警lttT学
習:ま ,社会科では,地域学習に委ねら

r身近である素材を教材化するため,子ど

まず星墓言鼻書[暮調黛森3轟轟継事意轟「主∬喜風iな虚Eぞ「亀蓬舞親亀撃書
ができないというハンディーを乗り越え,子どもが主体的に活動する授業を創造す

象整爆ζ:薬ぉ鷲豊拿誌轟警鋳彎豊等暑糞纂筆鍾Fん
な手立てが必要か。この課題

1時間の授業●基本的な流れは次織通りである。

→
匿 群 |

ア)観聴覚鋳資料の経欝について
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VTRの 流れ

長良J:|の流れ
↓

メ:1湊灯台
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古魏さんの家
↓

和紙の顔料
↓

メIIざ らし
↓

煮  熟
↓

ちりとり
↓

El‐l解 (本づちで
たたく)

↓
かくはん

↓
紙 す き

↓
天目乾燥

体験学習の導入
「紙をすくJと いう

模擬体験を,課題通究
の段階に導入すれば ,

子ども:よ五感を働かせ
て,広い見地から問題
を追究していくように
なるのではないかと考
え,材料と用具を揃え
て,紙すきをひとり1

難ずつ体験させ,自 分
達の和紙を作らせた。



イ)体験活動の導入について

本単元では,ま ず単元の導入:こ操作活動を取り入
れた。ヽ電轟班に和紙と洋紙をそれぞれ一枚ずつ配りそ
の違いを,「 どんな方法でもいいから調べてごらん。」
と指示を与えて比較実験させた。子ども達はぅちぎ
つたり馨|つ ばつたり様々な角度から実験を行つた。
次 :こ ,長所・短所を表にまとめて発表させた後,Fど
ちらが生活:こ役立つか。」という発間でバズをか:す

た。

体簸碁墓暑雪言警瞥雷爾|ま i、筆賢彗鸞菫寃典轟霧ふ鶉
素晴らしいものであるかを体で感じ取らせようとするものである。子ども達は,班
ごとで積極果敢:こ古測さんの技にチャレンジしたが,できた紙|まみな粗末なものば
かりであつた。この活動によつて,次時の「古鐵さんの生きがいや仕事に対する誇
りについて考えよう。Jと いう話し合いの内容が深まつたと思う。

.ウ }構成糧勢‡こついて

グループで協力して織地轟や新間を作らせるとい
つな実践をよく見かけるが,高学年母社会科では ,

まとめ鋳滅動は,必ず燿ほかえしてさせるべきであ
ると思う゛

ヒ響:みをξ曇雪裏雪b季琴警彗:詈彗墓『夏基轟量蜃ヲ隊ポ蛯遥眩
譲藝曇晉推蓋藝會釜岳維懇II懇碧委糞辱L穣量軍
夫を通らせて取り織ま奪ることにより,「 自分で作

た作轟を班で講み合わせ,予ごも達に鞣亜評fmiを 導せた。
友進参考え方やまとめ方は刺激を受けて与ヽたようである。

3"研究の成果と今後命課題

奥濃和紙職人・古圏行三氏の生きかたにスポットをあてた本教材は,子 どもの心

をゆさぶり,学習意欲を高めた。重要無形文化財に指定されながらも,おごること

なくひたすら「使つてくれる。人が喜んでくれる紙」をつ<つ 続 :す る古圏氏の姿勢 ,

1_300年釣歴史の重みを肩馨背負いながら,美濃和紙の伝統を守り続ける古霧氏
の心意気に触れ,子ども達|ま ,「働くJと いうことの意味をこれまでとは違つた測

面から考えるようになつたのではないかと思う。また,本IJI究によつて,視聴覚的

資料の有効な活用・体験学酢 構成活動を有機的に結合させれば,た とえ地域の現

場学習が不可能であつて
｀
も,子どもが主体的に取り組む授業がEll造できるというこ

とをある程度実証することができたのではないかと思う。
しかし,視聴覚的資料の機聴や体験学習 む構成活動をどのような場面でどのよう

に導入するかという点について|ま ,バズ学習の活性化とからめて,ま だまだ再考の

余地がある。子どもの実態に基づいた効果的な導入方法の検討が今後の課題である

と言える。

:

丁IIT:甘 :|

譜 ::lt‐

るんだ。Jと いうクリエイティプな姿勢を育成するの 轟った。また,で き



第一分科会 
―擢 「́主 体 的 に 学 響 す る 予 を 育 で 職

～バズ・単元見薦ル学習を通して～

愛知県春篠井市算数サ…クル研究推鷺姿員会
藤山台葉小学校 蠅薔熱 ヶ13義

■ 拳難じめ撻

葬数は、1時購ごと勝指導内客が分かりやすttためか、教師主導轟の援準機なり

やすいという轟要を持サている.しか暑ながら、学習競本来費身ではなく鱗動簿与

主体鋳マ轟るべ奮も申で、「主体的翼学響で奪る予、自轟学警備できる予爵織育成
を雛 難お等ヽても霧難さなければならない.

そ奉ため磁 、働学習躍始時点で、毘童書身が学習事項を現確覆簿難す碁≧と、⑫
莞驚0擢菫彗動を霧薄ずЪこと、⑮授業●轟議を更童参主体鋳学晋を保壼す:轟濃れ
:こする凛装、⑬琵

=が
学薔を難轟評価すること参4点が重要であると考える。

こo4菫を犠えた撃警織奪麗識嚢『バ賛 ,議尭難通し撃響』理織 ≪資料参驚≫が

ある中これを                      移た墾■壼

憮 じ鑽究簿畿畿

:象To4意を指導ずれば、主体簿数学響す轟子が爾つф :
1.帯 ..__Ⅲ

…
.ャ

“
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0
単元勢初めに、学習事項 響轟聯 参系殉≧権互斃達性を知らせ学警事項を瞬

確覆すること銀よって見
=難

単元温おける学習菫審と、学管の選節を響得させ
る幸これ範より、児童一人一人が学奮の具体鋒な見議しを持ちち二時轟撃漉で

戦なく、1轟覚単位で●主体彗学響が可饉となる。

② 経互活動を籍難し、整壼動量考・磐曇壽轟を多くする農

機A轟奪の機靴、すぐ難学級豊捧器斃静 紺購難移る藝でこまなく、導ゝ轟舞
数よる難し舎与い教え金い等の活動 くバズ≫を入れ薔幸これ織教簿対斃驚と
いう授業で猿なく、児童繊相互影響力・機互教育力を活薄む亀授難難響指し
たも0であ碁.

0 主体的学警を侵証する毅曇の注れにする。

撃元見通し:こ よつて攀警事項を難療させ相互彗動織よつて見菫俸思考や活
動時薦を多くしただけで戦、まだ主体簿撃習な十分鐸覆したとは言しヽ切れな

い.なぜならば 1時爾1時欝0授業を主体鋳学警難ふさわしい流れとなるよ
うに工夫することなくしては主体鉾t=学習できる予・自己学雪のできる予理

育成できると戦いえないからである。   ・



o 自己評蓋ことよって、菫分の撃雪を見つめさせる.

書も学響できる予とは、自分で象分の学響を振り返つて評価できる子であ

ると言い換えることができる。つまり自己評価がで審る子を育てて織移めて

主体鋳学響ので灘春子・ 議己学習のでき感子を育てたと言えようo

3.´ 研究●方餞

T懇参内容を次●よう難実践する・
03年,幕年,6年など複数勢学年で行う.

②数と計算,数量関係など複数機領域でξ言う・
メ

鬱研究静検鸞城、事館。事後テスト,.琵室●菫轟評優等で行う中

(1)盤登瓢轟lJ《学習参昆鸞静摯
  L、 ど非方法がどの観墟・単元凛書難か違・ 単元見通しの方法を軽懇攀も奪』          ,

究す辱中
争奪時爾緋鑽難義こ蓋彗辱単元勢見艤し器も亀彗方を進究する・
を撃元・短域義よつて見鷺し疑持な

i彗 碁彗甕毅・ヽ警が選場かを懲究ず番o

^《

驚》

・ ご鰺ような機菫霧難警鍔年轟か轟鑢導して書つ量らよ鶴`か鍮進求ず纂幸

キ機藤鸞難のねら等ヽ難轟畢亀難b舎鶴≒癬韓南義磁ど義よ幸なも鎌が轟雛かを

轟究す尋導      .「
・ ‐1時欝難織爾戦なく、1攀元単位で、ど轟でど参ような橿菫猪難をさ彗亀

義ム場ヽかを達究す拳・

≪拿》主体鋳撃響を撻璽する鐘難の嚢れ

中籐悪提示から教鐸参まと義ま奮参授業参漉れの基本パターン覆鐘ごのよ

うなものが轟るかを進究する拳
争主体鋳学響を霧議する援難騒纂器二夫韓ほど義ようなものがあるかを進

究するキ

≪導〉白藁聾曇
◆響翼ついて、も`つ毎‐ご参ような表現で織凛評蟹させるとよいか違究する◆

拳舞轟評鮭 どう盛かして指導するとよ摯かを進究する.

中難議壼轟轟評価する鮭力をつける方法を建究する.

く5)暮盤テスト (実態把握)
.0,単

元・頼城によつてどのような形式がよいか進究する。

,字舘テストの結果●授業請爾や指導へ静生かし方を通究する。



瑠L.実践鍔
窪.対象学年   3年 生30人
b.クラスの実態◆

本校で被、「参撫度を轟券る指導濃参工夫Jと しヽ1面から、バズ学響に取響緩ん

で叢ており、見童猿壌で謡し合うこと1こつ苺ヽで好轟を持つている.昨年度のアンケ

ート霧結果では、学年の覆ぽ毬5%がバズの勧 ちヽを裏摯入れた学響宅続けなしヽと

答え、やめたいという蝿爆劇HO%で あつたoま 為14簿ではクラス鋤60%(1
撃人)が擁けたい,霧 %く驚丸)が継けなくなもヽとしヽう結果をえた書

そこで二月豊移覆『一人一人が続轟鋳難学警難参難できるよう盤な撃で覆移しヽ中

持良く力を合わせて学響‐で無辱:よ う紅なつて難しも`』と言う裁簿確奪麗することを、

蠅菫ζ通鋭現して取り轟んで来た.また普義 め難児童と拳難し金い轟よ警『友だち

が、ずれたことを言つても舞わなも電「轟気を持つて難してみよう』「自分繊言葉

で最後まで言おう』の3つ働豹窯をitt織電ちヽ各拳

奪.実覆翠元   3年『かけ算懲鱗

≪1)甕 標  2,3泣数ここ重鐘難微かける計算を筆算でで毒機よう磁する繊

≪鰺難童参学奮裁翼
かけ算韓警もヽて舞

=は
2年生で九九を、3年生の1学難で九九参簑毎参夕1参 ♪

聾奉参をかける計算、2犠難かける重鐘数0計算鐘つ準て学曹している幸しかしそ

れらは難算幸みでかけ算●無算織本尊元で纂義ず黎警す幕・ 甕亀譲銭籍筆算賊碁権

まで学奮している.

(掌}指導難理 く?時欝完了≫
第

11時
撃元義見鷺しを持象音轟
≪糧機難≫鷲 (1観数≫鉾筆算機鏡方を理鱗奪警轟藝

繁鸞毒 ≪2護数≫菫 く驚裁数)参筆算靴なれ導争

繁3時 {奪 連難》鷲 く理機難》讐鐘籐奪撞方を理解させる奉

繁4時 く3鐘数)X≪ 驚鏡難)で鐸分穫が鐘警上が轟壌舎器鐘纂がで審機よ

うにする.

鶴暮時 (3鐘難≫Xて 菫嬢数≫警参等かけ鼻を含蹴罐奮翁鐵簿がで奪機よ多

鍾する.

繁磐,7時 習熱轟轟
《4≫難元の見通し

本単元被、静彗算鋳領域鋳理鐸秀で轟響轟鑢性が機Ъち幸轟響纂曜轟、搬つ:鐘む≒秘

欝窯を撥えて学覆する単元である二そ参発轟露麓瞳鸞轟難見壕進む響攀甕イメージ

を持つことができ碁.児童こ翠彙器見麗しを持たせ轟轟戦、一撃元分醸申庁わ鸞鸞靴

欧拳縄ませな続義議が、霊境する方裁が奪鶏だと考えた奉
そこで窺織農うな方装とつた。蓬れか尋学奮する萎審猛つ手で癬攀欝ザニ狂を鍵

驚♭挙習栽瀧勢耀篠をすると共通、学爾勢欝達雛 が分かるような躙 轟を作成し

な書第1時攀農鶴襲事欝テストを運響し、爾攀饗・纂鐵晉スト犠欝準、学奮請麗 `

珈難繊穣菫爾達難ついて難磯した奉

難議甕を導元終了まで篠示聯響鋳甕難警轟撻学響参強置を確かめ蓬ようほb難拳

また途中でつまず・ヽて移る見鵞難鸞し「鸞畿藝藝◇0碁へもど争で考え機と盤しヽ麟

等籍鱗言に濯燿した奉



く糠題畷亭進度嚢ン

静紗葬二鴨基F=
λ番犠乳 ユす三轟キ

幣   欝1:懸

〔,翼導島

・
《勢鶏轟詳儘

議醸購と轟等轟像を達慶弁―ドとして挙えヽできるようここなもなど鍾ろまで議を

轟らせt難分0学響参議論轟舎いが分かるよう難させ難・
また≒毎鋳爾轟分攀瑾舞慶、学響鰺菫甕つもヽて次彎ような理甕を与え羹轟評轟さ

せた。
幸く機X贔ひ等鸞舞申競欝が分か替輩ひたか攀

争(灘X△≫参籠算器畿方な貿ガ多ia魏擁で議轟∴う難な移議しなが幸

ф友だち奉説曝離しつ静警饉くことがで鵞まし盤か幸

・自分か,ら進んで議し合い種参撫できましたか・

懇懲舞轟繊繊彙猿、次鋳命学奮計轟を組彗うえの参考輩纂始す儀と聾t墨ゝ饉騨彎

導難裁隠した◆

纂 事これからの機究参方難
バズ金轟元鷺饉審学警命罐院を光糎、鐘域翼よつて捨導義をご参よう装す質量か

を犠識しながら実錢を機誹連してい辱幸主律鋳学響場鎌議す轟亀轟難4つ参鍾薫竜

難け、霧奮纂,3年豊裁げ中学崚響菫畿移―暮器或難職得ても`暮修 く甕料参難≫

今後も競丁寺慮亀墨驚鸞
ヒ鷺猿≧轟学磯凛ど多菫かず静轟・攀元曇鷺懇しを鶴運

。鐵時驀義難分嚇学習錯鐘畿づlillを 1ま つ彗響争がま警篠薄轟籍

◆教え奮い事鱗b舎鶴ゝをよ準しヽ学竜導機難鋳亀こず懇罵喪奉

・機難鋳な畿醜騨機攀轟警方奉
中翼鼈の変答を誇:磯ここつかな二央静

響策を続けで行きたい書

轟荘奪轟二機Jル♂
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第2分科会  教科指導

提案主題  これからの数学科の授業のあり方を探る

兵庫県
研究内容

1、 数学教育の方向

(1)教育課程審議会の答申

姫路市立高丘中学校  平位隆昭

今回の審議会の答申のなかで教育課程の基準の改善のねらいとして
あげられている内容では、特に第 1章 1節の 2項 自学の意欲・社会
の変化の対応が数学教育に関係があると考えられる。

それは、1980年に出されたNC爾のAN AGEttA FOR ACT10Nに も符合し
て問題解決能力の向上を意図するものである。

臨教審の答申にもあるように、現在及びこれからの情報化社会にお
いて、いろいろなメディアが多様化するおり、自己教育力 (self― educ
abili ty)の 育成がメインテーマとして要求され、数学教育に於ても
発展性があり応用力のある転移度の高い能力の養成をめざしてぃると
考えられる。また 3項の基礎基本と個性も、従来の計算知識の詰め込
みでなく基礎的 e基本的事項を踏まえて、それを問題解決に役立てう
る意欲及び執着心を培うねらいがあると捉えられる。
このような数学教育の方向にE「 して指導方法 ,指導内容の改善を試

みているが、ここではその実践の一端を紹介する。

(2)問題解決能力について

先に述べた問題解決に必要な基礎基本に加えて、問題解決に必要な
考え方が問題解決能力としてあげられる。その考え方の基盤として、
数学的な考え方を育てることは、昭和33年以来学習指導要領の数学科
の目標として掲げられてきてぃる。
数学的な考え方は、数学をつくる過程に於て生まれるものであるが、

いろいろな立場とか観点があって内容をタト延的に、しかも構造的に
掟えることは困難である。しかし、教科書に出てくる考え方について
意ま、具体例をもとに類Ellじ指導の根幹としてきた。
問題解決能力は、問題解決に必要なストラテジーと数学的な考え方

が身について、それを統合して生かすことの能力であると考えるので
ある。



2 問題解決能力の育成をめざすには

(1)問題設定

身近な問題を例に、問題を見つけ意欲的に解決 したいという欲求が

出てくるような問題を、生徒自身が設定する方向で指導したい。

しか しt実際的に:ま教科書の内容に基づき指導することから、教師

の援助が多くなることtま否めない。

学習活動が喚起され、個々にわかる喜びの起こる「よい課題 Jを与

える工夫が必要となる。

(2)問題解決の学習過程の定着

G、 ポリアは、40年 も前に「いかにして問題をとくか」(HOW TO SOL

VE IT)のなかで、第 1に問題を理解すること,第 2に計画を立てる

こと,第 3に計画を実行すること,第 4に振 り返つてみることの4つ

の過程を考えおのおのの段階で着眼点や方策を示 している。以後、

いろいろな人によって提案されたり改善されたりしてきているが、

バズ学習を進める上で、このストラテジーを参考にしている。

(3)ス トラテジーの指導

ストラテジーといつても多様な考え方があるが、ポリアの4段階等

も一つのストラテジーであるし、帰納 ,類比 ,特殊化等、或いは、数

量化 ,集合等の数学的な考え方、及び表 ,グラフ,図などの考え方を

補助するもの等、をいかにうま<駆使するかというストラテジーもあ

る。これらは中学生向けに指導内容を修正,考慮しな:ナればならない。

このようなストラテジーは、問題を解かせて、その結果から解決の

過程を振 り返らせるときに、つくり出させるのが良い。

(4)個人差に応じる指導

個々の能力に応 じ、問題を解決する喜びを与えたい。既習事項の段

階,現在学習 している内容で、また補充深化の内容について、個Ellに

1時間の授業で対応できるよう配慮をするための教材l‐9究を行い、個

々に自力解決できる「わかる喜び」のある授業を目指している。

(指導案参照 )

(5)バズ学習の効果

個人差を考え個々に時間を充分とることは、理想で:まあるが現実的

ではない。また多様な考えを個々に問題解決に結び付けるには、かな

りの時間を必要とする。そうした考え方を点検させ問題解決のストラ

テジーを身につ |ナ させるためにtよ 、バズ学習が必要で、お互いの力に

よつてよりよい解法をつくり上げさせ、そうした喜びをもたせること

が可能となる。特に、生徒たちが集団で考える自学自習のしかたの育

成が重要である。



3 実践例 一連立方程式 中2教材一

(1)連立方程式の導入

課題 鶴と亀は、あわせて 12匹います。鶴と亀の足の合計:よ

40本です。鶴と亀 tよ 、それぞれ何匹いますか。

〈     鱗難〉

(班での話 し合い)

※分かっていることは何ですか,尋ねてあることは何ですか。

例  (分かっていることは○○○○Oooooで す。)

(尋ねてあることは ○○○○OooOOで す。)

※どうすればわか りやすくまとめられますか,ま とめて下さい◆

例  (つる十かめ=12)
(つ るの足十かめの足=40)

く議爾難轟鐵難  「よい考えを探す J〉

(個人思考 )

※今までに習つた解き方で、どのような方法がありますか。

どの方法がよいか考え、よりよい方法で解いて下さい。

〈署覇蒔難    :〉
(個人思考 )

例 A―全部が亀だとしたら

4X12=48
つるが 1匹増えて足が 2本減るから

8本減らすには4匹がつる。

B一表を作つてみる

つ る  かめ   足のかず

1  11   46
2  10   44
3   9   42
4   8   40



C―一次方程式を使って

つるをx匹とすると

2x+4(12-x)=40
-2x=-8

x=4
D一つるが x匹 フかめがy匹いるとすると

x tt y=12

2x+4y=40
〈1鱗避華錢饉鐵醸難驀藤〉

※どの解き方がよいか、それぞれの解き方の長所と短所を考え

話し合つて下さい。

(班での話 し合い)

例 Aの考え:よ 、特別な場合から考えるから難 しいです。          _
Bの考えは、作業がたいへんです。

Cの考えは、かめのかずxを求め、それからつるをもとめます。

Dの考えは、はじめてです。

(2)連立方程式の解き方

※では、Dの連立方程式の解き方を考えて下さい。

(個人思考 )

例 E一表を使 う F一代入法 G一加減法 H―等置法

※まず表を使つて解く方法を考えましょう。

(班での話 し合い)か ら一斉授業

(3)連立方程式の利用

〈ス トラテジーの指導フ難難鍵覇閣暉鐵熙静

※応用問題を解 <順序を考えましょう。

(班での話 し合い)

例 ◎ 図とか絵 ,表などで問題をわかりやすくする。

② 等しい数量の関係に目をつけ、何をx,yとするか考える。

◎ 等しい数量の関係を見つけ 2つの式で表す。

④ 以下略

(4)どのような数学的な考え方が使われたか。

く轟勝離邁難      〉

(班での話 し合い)

例 一元一次方程式にすれば解ける ……‐………基本への帰着

加減法でそれぞれの式に何倍かできる 一 根拠を明らかにする      ル

2つの式が必要になる 条件を分離する
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分科会名   第 2分科会 教科指導 (中高校)

提案主題   自然の事物・ 現象を主体釣に追求する理科学習
T― 中 3『大地の変化』の学習を通して

一

愛知県春日井市立高森台中学校  水谷年孝

研究内容

1 こまじめに

理科学習で 1ま、主体的に事物・ 現象を追求する能力・ 態度を育てていくこと、ま
た自然を愛し保護する心を養うことを重視している。しかし、現実には生徒の自然
離れが進み、自然から目が徐々に離れていっている。

また、地学教材では、扱う時間的・ 空間的スケールは、非常に大きく理解 しにく
い。そのため、生徒たちの知らない土地の資料で授業を進めるだけでは、経験が聞
接的になるため、学習こま受け身になり、興味を半滅させるほか、自然に親しませる
こともできないと考えられる。
そこで、地域の自然の中から、生徒の実態に応じた素材を選び出し教材化を進め

た。また、ただ教材化するだけでなく、生徒の実態をふ まえて系統的に組み立て、
地域の自然を利用して自然の法則が学びやすいようなカリキュラムを作成した。そ
して、このカリキュラムをもとにして、フィール ドワークを中心とした小集団を活
かした授業を進め、これをもとに自然に働きかけ主体鋳に探求する理科学習こまどう
あるべきか研究 。実験を進めた。

2 研究の目標
〈1)高森台中学校同辺の地質を教材化し、「大地の変化Jのカリキュラムを生錠

の実態ここ応じて作成する。
(2)作成したカリキュラムをもとに、フィール ドワークを中心にしてだヽ集目を活

かした授業を行い、自然に働きか te■主体鋳に追求する能力を高める。また、時
Fel的・ 空間的概念を養う。

3 研究の内容

く1)高森台中学校周辺の地質調査
(2)生徒の事前実態調査
(3)教材化とカリキュラムの作成
地質調査と生徒の実態調査の結果から、地域の地質の教材化を進めた。加えてt

教材の系統性や発展性を十分に検討した。さらに、フィール ドワークを中心にし
て、身近にあるものを観察し視野を広げることができ、また意欲を高めることが
できるようなカリキュラムを作成した。

作成 したカリキュラムのねらいは、次の 4点である。
ア カリキュラムの流れを自然界の物質の移動のほうこうと同じようにするこ

とにより、生徒の思考が中断されることなくスムーズにできるようにする。
イ 自分たちの地域にあるものと、他地域のものとを対比させ考察させること
から、一般化を図る。

ウ 大山灰の観察をすることからマグマをとらえさせ、火成岩のつくりを理解



させる。

エ フィール

を高める。

(4)授業実践
作成したカリキュラムに基づき検証授業を進めた。

ったかを生徒0反応、分析、考察をつけ加え次のよう

ドヮーク・ 観察などの直接体験を通して、科学的思考力や探究心

3/41●火曲灰の観察をする

!・ 採集場所 (潮見坂 )

:の様子の説明を聞 く

(ビデオ)

灘見坂の火出灰 (白

色)の観察をする。

どんな鉱物が含まれ

ているのか調べる。

4/4 阿蘇・御岳の大山灰

(黒色)の観察をす

る。

白い火山灰と黒い火

由灰の違いを話 し合

う。

1/5 フィール ドワーク

No.1

○築水池付近のカコウ

者の露頭を観察する
。新鮮な部分を採集す

る。

・風化の様子も観察す

る。

「春日井にも火由灰があるの。どこの

火山の噴火のものなの。」

「ずいぶん厚く積もっているなあ.」

「ずいぶん白い層だな。J

「今度,採 りに行こう。」

「いろいろな形の物が見えるぞ。され

いだよ。」

「ほとんど透明な粒だぞ.形は不規Ell

だなあ。」

「火山灰もくわしく調べると,いろい

ろな物からできているんだね。」

「あのマグマからこんな物ができるな

「こっちの火由灰のほう力',いろいろ

な種類の鉱物があるよ。」

「透明なものもあるけど,色がついて

いるものが多いね。」

「形もそんなに不規則じゃないね。」

「磁石につくものが入っているぞ。な

にかな。J

「まず,入っていた鉱物の色力,違って

いたね。J

「黒っ:言いのが多かったね。J

「白いのにも,黒いのにも入っていた

鉱物もあったね。J

「形も黒い方が規則的な感じだね。J

「黒い火山灰の方が,色のついている

もの力
'た

くさん入っていたね。J

主題にどのように違ってい

にまとめた.

|・

思いもよらない所から火曲灰がでる

こと力ヽ 生徒の興味を引きつけるこ

とになった。

実際に調べてみたいという意欲の高

まリカFみ られた。

火山灰がいろいろな鉱物からできて

いることこま,多 くの生徒にとって大

きな驚きであった。     '

察考析分

大   山  の 活 動 に つ い て 調   べ   よ   う

|・
マグマとの関係を考えるようになっ

l tr iチ ,|て きた。

|・
有色鉱物の割合が大きいほど,黒っ

1 揮くなることをとらえることができ

た。

マグマの違いに気力
'つ

くようになっ

てきた。

「なんだこれ,変なかたちしている。J

「どうしてこうなったのかなあ。J

「石垣の岩と同じだよ.」

「足元の砂ももとは同じ岩だったの。J

「いろいろな粒でできているよ。」

「白や黒の粒からできているね。この

前の火由灰に入っていたのと同じの

力=あ るかな。」

カコウ岩の風化した特異な地形に驚

きを示した。

造岩鉱物にロカ=向いている。

前に観察した火山灰中の鉱物と比べ

て考える生徒がでてきた。

時 1学 習 内 容

マ グ マ か ら で き る 岩 石 に つ い て 調 べ よ う。

んて不思議だね。」
・潮見坂の白い火曲灰とのちがいをよ

:

くとらえること力まできた。



地 層 を つ く る 岩 石, 地 層 の 広 が り な ど に つ い て 調 べ よ うる

3/9k≫ 7イ

4/9

1‐
彦J

―ルドワーク

島.3

○高森山周辺 を歩きな

がら古生層を見つけ

て,地層の広が りを

調べる。

断層, しゅう曲,不
整合の様子 も観察.

・高森由西斜面の観察

〔古生層 )

石尾台公園のがけの

観察

(古生層+第二紀層)

・高森曲のまわ りで同

じような層を見つけ

る。

「層がたてになっているぞ,なぜだろ

うか。』

「高森由東の層とまったくち静=う ね。

岩ばか等でこれでも地層なの。」

「一見かたそうだけど,手でさわると

バラバラになる部分が多いね。築水

池のカヨウ岩|と 同 じように風化され

ているんだね。ゴ

「この岩,築水池のリュウモン岩に接

していたのと同じだよ。」

「この段になっている所,どうしてで

きたの。J

「ずれたみたいだね。」

「上の唇と下の層と違うよ。J

「下のは高森曲西のと同じだよ。」

「層が曲がっているね。どうして。」

「上の層:ま 水平でレキ濤
'多

いねc高森

曲東のと似ているぞ.」

確 の所にも同じ者のような所はない

かさがしてみよう。」

「ここにも同じような層力ゞ顔を出して
いるぞ。」

「みんな同じ層でつながっているのか

種がたてになぅていることはも多く

の生徒にとって大きな疑Falと なった。

今までのフィールドヮークで調べた

ことをもとにして考えること力で き

るようになってきた。

他の場所の地層と対比させて考える

ことができるよう:こ なってきた書

断層についても気付いて,成因を考

えようとしている。

地層の不連続に気が諸いている.

激しい大地の変動 :二 驚いている生徒

が多い。

今までの体験を生かしながら,自 ら

進んで調べようとする態度力奮見られ

るようになった。

数ケ所の観察を通 して,地層の広力言

なの全体像をとらえることがで きた。

0化石の観察をする。 「生物のからえのかたい部分が残るの fヒ石というと員や骨などばかりだと

・ fヒ石とlま何か。

・化石から何力=わかる

か 。

。どんな化石があるの

か 。

チャート申の放散虫

化石の観察

かな。J

「植物な。ら葉, くき,種子それから花

粉も化石として出るんじゃない。J

「小さな生物のfヒ石力
'あ ってもいいよ

ね。」

「4ヽさなfヒ石をさがしてみよう。どん

なのがあるのかな。J

「チャートの表面にボツボッと何か丸
いものがあるぞ。」

「おもしろい形をしているな。星のよ

うな形をしている物もあるよ.J

「この放散虫は昔どこにいたのかな,J

「他の化石はないか調べてみようよっ」

考えがちである。大部分の生徒は,

小さな生物の化石までは考えていな

い.

身近な所からもfヒ石力ゞでること, ま

た小さな化石力
'あ

ることは,生徒に

とって大きな驚きであった。

化石について発展的:=探究 していこ

うとする態度が高まってきた。

||:  l          l な。すごい広さだね。J      I                :

町斜面の間にも
1・

フイールドワークの成果から,選 :こ
i

: プロットすることによっても地層の
i

tわかってきた 1広が l)を とらえること力fで きた。  |
|              :
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4 研究のまとめ

「春日井にも火山灰があるのJと いう驚きに始まり、現在も活動中の阿蘇や御岳

の大山灰との比較学習では、マダマに大きな興味をいだかせることができた。そこ

から、さらにマグマからできる火成着を調べる意欲が高まり、カヨウ岩とリユウモ

ン者の観察、火成者の成国の追求、地層 。たいせき者の学習へとつながつていつたo

そして、フイールドワークでの直接体験を通して、生徒たちこま大きな変容を遂げた。

また、フイールドワークなどでの班活動を重視したことにより、いるいろな疑Fal点

や考えが多く出され、授業をより深めることができた。

以上のように、作成したカリキユラムに基づいてのフイールドワークや身近な素

材と性の地域との対比などの実践tま、生徒の興味・関心を高め、自分たちで自然に

働きかtナ 、主体的に追求する能力を高めることに大きな効果があったと考えられる。

また、その中で生徒の時間的・ 空Fnl的概念を広げていくことができたとも考えられ
義み` V` l｀ ~… ~テ

琢二徒み懸轟責からも読みとることができる。
る。これこま、下記に掲登

に働きか吐二主隻整二塁茎重

(2)時間的・ 空間的概念の拡大

静心の高まり

5 今後の課題

地域の自然を活かしたカリキユラムを作成して実践をしてきた。これにより、広

い視野で自然を見つめとらえていく能力の育成が図れた。今後、こうした研究を他
― ――一 ― ヽ ・ ―

“
へ _― ■lL  

― ― ― 一 静 晟 》,‐マ"根二Jヽ 日ヽ―ノじ~ヤ ー ´

石轟ふ

`I~云

い視野から自然の事物・ 現象を主体的に追
の単元でも実践し、小集団〕

求する理科学習はどうあるべきかを研究・ 実践していきたいo

ゴ鷲事デ藤著諏藤丁戸事訂ざ7菖百暮夢石ご百百琴要
「
:二
ていたりするんだろう

あんな小さな粒が規Ill正 しい形をしているので感動 した。あと、それぞれ働

粒がどういう性質をもつているのか調べたい。

・ どぅして上の層の方がレキが大きいのだろうか。山の一部にあんなに細か

く層があるのだから、もつといるいる調べると何層でてくるかな。よく調べ

たい。
。 今まで、恐竜の骨やアンモナイトみたいなものだけLrか化石にならないと

思っていたけれど、こんなにも小さな生物が化石になるとこま驚いた。今まで

珍しくてしようがなかつた‐
IL石がこんな身近にあるなんてすごいな。もつと

探してみ墨

「

I欝覆轟轟彊西司再蔓理瓢董莞豪葬羹蒔覆滞覇葛薇百TttT丁百ともかく

すごい年月をかけて積もつたりいろいろしてできていくんですね。とにかく

自然はすごいoそれから、地球にとつて、 1億年やそこらtま ほんの短い時間

なんだなと思ったo

・ 高森山西の層と同じのが石尾台公園にも、それに築水池のまわりにもあつ

た。かなりの大きさをもつているんだなあと思った。もつと離れた所にもあ

るのでtまない盛

:~た
り、くだ

いて粒を調べたり、ルーベで見たり本格的に観察するのこまはじめてだ。今まで

Zt*.'i*i,raFj u t, H u * 5 rt * 6 t,E' eTt\iho zfia I * )v r^'l *' T
S[r Ia E L isle q 5,4r S -: le "'T' 
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纂 亀分群会

繕菫作層 を豊か し,鬱購度 を轟め 曇学響畿導

―― 譲題 と評燿癬饗究 警選 りで 一―

愛知県蕃 厨井 薦主幸轟申学校 磐   轟

毛慶   盆

豊,'甕 標 を持 ち.積極 餞 に参議す る学習指導

「 生徒一人 ひ とりが生 き生 き と活動 す る授業 」が,本当の機業 であ

尋 滲.そ の ためには ,「 自樺学習 がで きれば ,学力が向上ず 轟』,「
友 だ ち闘士が甦 ま しあ って 目標 を達成 すれば ,人間関係 は,よ 学畿密
にな る」と仮議 を立て ,授業の申で積極的に相互活動 を取 り入れ実餞

警灘 めて きた .

(1)指導過程の工夫

まず,一時間の授業 を準犠進糎 ,中心過程 ,雄議過程の三つ に区

分 した.さ らに,個か ら集爾へ ,集団か ら優へ とい う懸 Ellに したが
い ,そ れ ぞれの過程で

議題提示→個人里考→ バズ→発表→教厨の構足修正 とまとめ

を組み ,進 めてい る.

しか し,こ のパ ターンは原則であ り,教科や指導内容 によ り個 々

の比重 には,柔軟性 を持 たせてい る.

(2)学 習ルールの難 立  ル

バズ学習 む効果 醜 にす るためには,学習ル ール を確立す るこ とが

大切であ る.そ の ため鯉 ,

0チ ャイム と同時 に予備課題 に取 り組む

③表示板 を使 った認知 目標・ 態度 目標の明示

①ハ ン ドサ イン・ 反応器 の活用

の「 生活の手引 き」を活覇 した議 し合いのル ールの機底
の よ うな点 にポ ィン トを しば っで指導 じて きた.

さらに ,時 々,項 墨麗 にチ ェック じ診断 す るために「 バズ強 襲遭
覇 』警設定 した.帰 サの短学 溝時 にチ ェック し,「 バズ学習チ ェ ッ

、ウ鵞― ドJに 記入 させで しヽ る.



2も 学璽畿饉 と評饉鍛讐究

《1)学欝議理の作成

豊鐘鍛饉薫添院 ないか 鍾濾性 fれ さ崚 るか鐵警学曇議颯③鯉 惨ち轟

かか 拳,そ の艤 欅不艤が学費勘難 を左右す る嚢欝 毅曇辞 曇毅る。

「 学爾菫議が存在 影をい とこ発では ,単爾がな立 し鍮む 』こ とな争

分饉譲 影,次参 よ うけ手議で ,適瞬 毅撃欝議巡づ ≪雫警鷺 めてい る参

(a)学藩議鷺構威魔  ・

難 し合い 警より難難鑢銀さ番 辱ためには,学饗轟量が達擁である

ことが大擁である。

そ録一動 として学壼畿璽鑢成理 を作成 し,攣元やは糖の導入時に

豊権 に示 してい 基命

しか し,轟 が濃 く全毅料 警

襲緩 じて も` るわけ警はない .

撃習議懸構成図鐘,裁籍 が

指導蕪審の議進化 をはか 轟の  F轡 彊EIIIIコ ＼

=≡
萱登董量ゴ

撃詈鍛  1             竪言聖蜜に有効 蹴鐵繭 と豊撻 轟 1

i

1雹

=壁

竺 壁 撃 聖 空 壁 竪 聖 宝 よ ¬ 魂 鴛 饉 露「

も円の申
`む

ぽ C

鋳聞 くらい )を単位 として , l i3霧
ニーーーーーーー ＼ヽヒ竺考えなさいo___1

搬奪鐘醸 二生鍵鋳学蓄轟動の ■        .
綴要・ 主 たる学曹醸轟 を示 し |こ轟轟冨葛篇

~~~卜
轟轟懸高轟y

ず空壁  彗華≧

聖 整警

攘 3響 務 率 費解 姜 黎嘔」整 璽夢1凛鋼腰 奪 同覆 圏
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鐘ヽれてい42鳥に外接す4霙 を作議

轟 た ちに よってζ譲警舞導邊 1隅 17時

鞭 警今 量で以上に鑢 摯 主̈げ る
3時置11

よ う鯉な サ警畿彗覇驚 亀灘 裁

った。申

番

撃

でもヽる。
|  ｀接饉0長さの性策を使っで壼哺鶴

また,並行 して自墨評攘表 :富     一_____l L_____一 ―一

魃菫l     l=0進度表等 も添付 し,燭

量 をチェックさせ学警響 蔦ヽ蕊 I蔦話薦

化 を図 ってい る。      2` つ   。
一 一 一 一 一 一
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一

一
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量時爾

攣元 攀鯰結母轟攘→毅結爾甕鴫撥導肉審鍛轟畿亀 と議畿―鐘纂

轟纏蒔設定彎学曹轟轟翁鐘進ξ≧輔学欝畿■の決定



(3)学麗の要緩

緩豊て大切 なこ とは ,指導 した羹容 が生鐘 鍾鍵解 され ,定着 したが

ど瀑がであ る。

そ運で ,学習譲瞳 を提示 し,生鮭の理解や定 着 を進 錢饒に確か ll■ 毅

か らま愛華事を躍糧拳遷重してい く要家警辱が あ 機参

学習議題 を提示 し,羅かめてい くこの賛 雄が詳爾活動であ 争,そ の

種 み重ねが形成鋳評轟であ る.し たが っで ,評燿活動 の臨発は即時評

轟であ り,そ れが授業の中で盤織 化 されでひ鍮ければ な ら験しヽ。

一時間の学習鷺襲で鐘,三 つの選程 で学習譲謹が設定 され るが ,そ
錢学習課題 ご とに生縫の理解 警確かめ なか ら指導 を難難 してして 癬

そこで ,意図的 な即鋳評価 がな され なければ ,学習効果は期待で き

ない と考 え,次の よ うな取 り組み を して むヽ る.

0小 テ ス 詳

の ハ ン 蒸サ イン

0反 応 器

⑬翼 睡運 覆

① 自己評 轟 表

①進 度 表

く出こ詳藩表や評響カ ー ドや進度表 》

学習の真の喜 び とは ,自 分の

儀のに した課題 に挑戦 し,そ れ

警克難 した時の湊足感 “成就感

通あ る.そ の ために 3ま ,生徒 に

自分の 目標 を設定 し,積極的 に

立 ち向か ってい くよ うな鰹度 を

勢 につ け させ なければ な 亀ない。

轟己評価表や評価 カー ド等 は ,

まさに この願 い をこめ た試み

であ る.

各教科で様式や方法は異 な る

が,自 己評価表や評儀カー ドや

進度表 を用いて ,自 分の学 習 を

振 苧返 らせ る資料に した り,相
互活動 を活性化す る攘体 として

添覇 して しヽ る .
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3,学 膏鶴攀濃鍍警視の最 等縄 拳

「 わか 櫂緩業・ 充実 した機難 聾む機じ進めるため鯉警盤鑢 鍮 農纏

な中心 に した機繋分析 を行い ,撥 導譲毅善鍮ため勢資料 づ くりに懇撃

組 んでい る機

(1》 授業分斬鍛実際

参鷺鑽翁譲査は ,そ の基準 が不瞬鑢て,と 名えに くい部分 輔 もヽ

が ,次の轟慮 警も とに援襲参畿者鍾よる畿寮 亀奎簑へ 翁 ア ンケ"ト

を実施 した .

畿甕 とア ンケー 卜な量の機轟 一一一一―――

くアンケ・・―卜≫く観察 》

◎轟 じ合 しヽの美容 。回数

の教 え舎ひ

◎麗織雰甕気

◎緩露藁鷲
｀
す るよ 足度

一 ― 一 一 ― ― ― ― ― 量

(■ )授 業参畿童 《毅鍾 )に よる参鮭度の護蓋

攀畿者が分鍾 して各菫鍛参慾度を学蒻翼な ご とにチ ェ ック し塊

磯詩ジ電勢難機鐘 ぐ》機難黎蠅 欝己録   援築響究郡

轟薯ち ,真 難辮(鶏 ;

1.参 力類慶   (2)班
綴霧12345313010111213

大壼良い

警通

大贅懸い

(3)生 徒への アンケ ー トここまる機鱚度の購董

毅師の観察 だけで な く,生撻自身が緩甕 鍾対 して ど鍵轟度参纂

た と考 えて い 悪のか をアン・4y… 卜で錮握 警試 み た 9

(4)学習難導技購 紅難す るな豊

参麟度以外銀,数爾貧学欝

指導披構 豪ついで ,参畿者 翁  撰判鷲

感量 を表に して学習指導漉俳

改善の一動 とした奪

4,今後の議懸

学習震騒・ 評轟鋳懸究 を通 して,必 樺学習で きる饉慶 場調な機

警して きた魯 まだ まだ蓼彗1を み鍍るような鐵最もよ見 え・たいが,貌
'範 亜詳轟や裁師磯茉轟灘軸の方法 をj巨 大 し,参鰈壼 器轟警身鍵

と授業分析翁穣 ふ れば な し,構奪披量 警轟鳩でい きたい。

―

―

― l

参鑽業の理鐘度

◎慶内の濃力 ・

―
―
―
―
‐―
‐Ｌ

亀.崚鋼 の機 鑢 チ 轟 ツ ク 鍵鍮
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曲中 伸雄 〔番日井市立勝JII小学校教頭)

可 会 者

丸饉I 正菫 (豊∫rl市立代圏小学校教論)

助 者

速水 敏彦 (名古屋大学聴教授)

石圏勢津子 (名古屋大学助手)

右高 徳夫 (春 日井市立東野小学校長)

曲圏 節男 (春日井市立神屋小学校長)

加藤  鋳 (愛知県尾張教育事務所管理主事)
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大島 郁雄 (春目井市立松原小学校教諭)

小林 三洋 (春日井市立中央台小学校教諭)

撮 案 者

議 録 者 鵜爾 憲正 (春日井市立八醸小学校教諭)



第 3分科会

小規模校少人数学級 におけ る学級会 の効果

新潟県新潟市立太郎代小学校 堀 江 哲

研究 内容

1.学 校 の取 り組 み

(1)研究主題

助け合い励まし合いな墓

T小集団学習を通して意欲を起こさ
_す る指導の工夫～

ア.学校教育 目標

自 ら学 び 深 く考え る子供

仲良 く遊 び 助 け合 う子供

進ん で 体 を きたぇ る子供

イ.学習指導 の方針・ 重点

〈模倣・ 暗記 的学 習傾 向  ⇒ 発見・ 創造 へ〉

・ 個 々の考 えを高め合 う小集団での話 し合 いの在 り方 を
求 め る。

・ 学級 の向上 的 な雰囲気 の酸成 に努 め、学 習意欲 を高め
る。



ウ.生徒指導 の方針 。重点

くさせ られ る行動 か ら 時 す る行動へ〉

・ 希望 を持 たせ、 自覚 した行動が とれ るよ う、援助す る。

。「 すべての教師がすべての子供 にJの構 えで指導 に努

め る。

(2)主 題設定の理 由

ア.実態

。太郎代校 区の地域社会の狭 さ

・ 小規模絞 のため経験拡充 の困難 さ

・ 少人数学級 の ための児童 同士 磯見方、考 え方 の固定化

イ。 これまでの経過 か ら

・ 昭和 56～ 61年 度 までの 4年間、「 考 え る筋道 を大切 に

した指導」 を研究主題 と し、算数科 を研究教科 と して

「 見通 しを持 ち考 え る筋道 を は っきりさせて問題 を解

決 してい く子供 の育成Jを 目指 して きた。

ウ。主題 のね らい

・ 児童 に  「 自主性J 「 協調性J を培 い、児童相互

の人間関係 を豊 かに して い くことを 目指 す。

工.副題のね らい

・ 小集団学 習の活動 を多 く取 り入 れ る ことで相互援助 の

雰囲気の酸成 をね らう。



2.5年 生 の取 り組 み

教師 の宣言  (担 任 とな った昨年度 の こと)

おい じめ は絶対許 さな い。

・ 学級 の中で競争 はい らない。 だか ら、点数 を書 いた り表
を作 った りは しない。

。学校 は競争す るところで はな く

人 ひ とりが成 長す る ところだ。

(1)学級 の実態

ア.少人数学級 での班編成

、 みん なで助 け合 って一

・ 男子 5名、女子 7名 、計 12名 。 男子 2人女子 2人 の理が
2班、男子 1人 女子 3人 の班 が 1班、計 3班 であ る.

e約 2か月 に 1回 は班 が えを して いる。 メ ンバ ーは教 師が
決 め、班長・ 席順・ 班 日記 の順番・ 班 の 目標等 を子供 た
ちで決 めて いる。

イ.問題点

・ 子供 たちの人間関係 の中に上 下関係がで きぁが って ぉ り、
弱者 に対 して きっ ぃ言動 を取 る傾 向 にあ る。

・ 男女 の意識 の差 が大 きい。



(2》 学級会 活動  「 もっといい クラスを作 ろ うJ

ア.指導 目標

・ 学級生活 に 目を向けさせ、学級 の問題点 を見付 Itf問 題 に

取 り組 み、 よ りよい方策 を考 え実践 して い くことによ っ

て①互 いに認 め合 お うとす る態度 を育 て る。②生活 を向

上 させ よ うとい う態度 を育 て る。 C学級 と して の志気 を

高 めよ うとす る態度 を育て る。

イ.活動 の経過

・ 子供 か ら考 え られ た学級 の方 向               
｀

の もっとなかの いい クラスが いい

悪 目をい った りけん かを した りす る人 自分勝手 な人     l

力ヾ Lヽ る 。

⑫ もっと協力 したほ うがいい

そ うじや給食当番の時 にま じめに しない人がいる。

・ もっと仲良 くするために考え られた方法が 5つ あ り、そ

の中で、議論の焦点 とな った ものが

①表を作 って悪 目を言 った りけんかを した人 :こ Xを つけ

ていく。

⑭悪 目を言 った人けんか した人にはきび しくす る。

夕                  である。       
｀

・ 子供たちの意見は

「 Xを つけることで本当によ くなるのか。」「 きび しく

す るってどういう意味なんだ。」  に集中 した。

◎ 5つ の考えに順番を付 け、 通れがだめな らこれ とい うよ

うにとにか くや つて見 ることに決定。最初の方法は、表

を作 りXを付 けていくこととなる。



第 3分 科 会 (特 蕩 活 動 ≫

欝 究 主 議

豊 か な心 と 自 己教 育 力 勢 あ る児 童 の育 成 をめ ざ して
～羅 割 り活動 を進 して ～

量 鰺懇 華 彗井華 立 械 厭 小 学 技

大 鶏  ilS鑢
灘 中  菫 華

菫、 ξ裏じξ難ここ

本 控 tよ 、 彗 覇井 華 器 豪 霧 中 央 繹 ここ鐘 置 し、 憲 甕井 華 翁 中 で 輪大
鑓 畿 綾 鏃 轟 畿 ここÅ 壌ノ

1ヽ 学 毅 で 轟 撃。 学 駆 l≧ 嚢轟 葛 畿 を数 え て い る
毎 鏃 寺 教 欝 鋳 蟷 瞳 ξ裏濾 尭 愛 暮 蔚オt力 鑢 区 で 轟 機。 また地 機 器 難轟
者 翁 織 奮 銀蝿 ず 4闘 F酢 載 高 く、 子濃農 轟 難 等 も感 ん で 轟 鶴奪

掌 鏡 織 琵 菫 仲 欝 懲 難 準 しヽ 軍 鼎 懲 と、
・ 人 な つ っ こ く、 黙 斃 な豊 量 が 多 亀ヽ.
攣崚 鱗 で、 魏 お 等 し職 しヽ幸

等 暴 轟 所 が 上 げ られ 壕顔 爾

`警 Aここ鸞 ず 4黒 亀ヽ や 攀が賊 けな 事。
争塞 分 参 考 え が し っか 攀せ ず、 諸ここ拝 し境 され や ず ≒ヽ中

等 義 鍾 所 が 等 奪 勢麦 婁 と して あ げ ら轟 て 毎ゝ る。 モ とで、 本 鑽 で鍼、
頭よ く考 え違 ん で学 ぶ 子・ 心 菫 癬 で、 意 しヽ や り得 轟 4子・ 鑢 験 で
た く ま し ≒ヽ毒肇・ メ奮を合 わ せ、 が 島 菫∬攀ぬ く子 』 参 載貿欝 爾響甕を掘 げ、
鐘 科 鍮 導 鍼 も ち るん 傘 事、 特 驚 轟 辣 《鍍 蒙 り轟 鰊 ≫ な議 して、 難
か な 罐 難 を 難 しヽ、 自 らを 育 む 議通 鞍 奮 島 を轟 お う と戦 攀轟 ん で ぃ
感幸

鸞、 畿 難 攀懸 難 参 ね ら い

轟蒙を育覆貿華蒙麗穣甕萎奪琴電輝難響≫葬寡攀 菫難事諄な攀資華著誕議嚢灘む 毅 暴Å、 森 くまで
も実 轟 難・ 鉢 験 鋳 轟 院 を鸞 移軍、 心島 参 議 議 鋳 豊 簿 ゃ醸 性 鋳 粋難
、 轟 轟 参 一 異 む 懇で参 轟覚、 樵 費 して ょ りょ ヽヽ豊 蠣 な築 こ う とす
る 藪立 鋒 争賞 畿 鋳 験機 鐵 離育 て る。
モ菫≫ 具 体 鋳 を ね もい

ф異 な 導等 褥 簸 懇 を進 して、 経 し毎ヽ 静 闇菫 畿 避欝 て 発。
'よ りよ 鶴ヽな 器 人 羅 轟 係 を再 錢 錢 ず 儡 盤爵 ζ難ゝ 鰈 圭 t通 無 枷 饉
文 :≧ や 警 購 な大 響 ここ襲 難 し ょ う ち と す 輻艤 農 場奮 て 懲幸

ゆ各 議 の 理 鰺 鍮 鸞 して、 意 い ゃ りの 基 轟予 キ畿 携駒 を大 彗 鞍
す る予 學轟立 Fか 磯 轟 る子 の 書 或 離 癬 轟奪

≪議》箋 饗 り鱗 饒 教 轟 本 鋳 な考 え欝
本綾 勢 甕 騨 り鑢 難 鐘、 学 輸 備賞 議 銀鮮 した雛 驚講 鸞 峯こ立 ち毎

『 豊 か な 轟 毅 轟 轟鞍 奮 角 警饉 ぅ 遣共 軽、 翻 聰ヽ器 轟 饉学 毅 な鍵
こ うとす 壕賞 畿 力 な嚢 お うJと こ こ 尋み た も様 で轟 轟幸

異憶 鋳 ltt l農



本校 の実 態 を生 か し、 教 育 獲標 の 具 現・lLを 躍 る金 校 集 機活

動 とす るo

児童 の 自主性 や創 造性 を l■ か す と と もに、 グル ー プ 及び堪

活動 を基 本 と し、 機 と集 職 と魯 糠 力 や鶴 け合 いを大 切 lと す

る活 動 を行 う。

活 機 の 推 進 ほ 滋 た つて は、

う。

長 鸞 鋳 襲 菫 ここ立 つて、 滅 軸 を行

・ 種機 に 畿 な つて こま、 リー ダ ー会‐ 全 体・ グ ル ープ・ 壌 溝撥

機指 導 の 麓 れ を設 け、 指 導 鋳機 底 敬機 るo

・ グル … プ 薔よ、 儀 ク ラス な 7グ ル ー プ ζと分 tす る。 (豊 絞 で 2

準グル ー プ≫幸 壌 こま豊 崚 で 17馨 壌 で、 この理 を 愈 参グル

ープ ここ鑢 成 す る (1グ ル ープ 6～ ?壌 ≫

◆瑾 命 異 女 参比 率 は等 分 と し、 慧 剛 と して、 1年 ～ 拿年 まで

縁難 菫 各 隻轟 ず 参 で構 鎮 す る。

導等 生 豊 轟 を壌 長 駐と し、 理 豊 器 寵 力ゝ ら
｀
す は金

轟鮨 時 間 鼈よ、 鐘 還 土 鐵 驀の 墓時 眼 と し、

盤 纏 tと ギー ダー農 場織 争攀

く轟≫ リー プ …泰器 籟 置 づ tナ

鱗述 嚇 彗霧 ここか な しヽ、 量 か 驚心 装 襲 轟鞍 驚 力 器 轟 4入 爾 れ

して成 鍵 しよ うむ ず 轟慧 数 を班 難 が持 も《欲 しい 鞍難 待 し、

菫盤誉 争 しぬ壇 長 響 饉 嚇畷 の 一 つ 越 いて、 準― ダ ー・豊 戟設定

し、 鍮 難 して きなo

リー ダ ー余

豪浚 グ ル ー〒
t紗

報 告 寺犠 罐 交 換

・ 班 豊 会 繊簑 告

゛グ ル ー プ ら鏑 麟 轍 勢計 轟 立鑢
拳覇 機 慮 侍壌 鯖

ゲル ープ長 を選 違

その 選参 入 鰹 轟参

轟 灘 鑢 寛 藪 り 難 饉 力 腔

た ず… デ ー灘 鏃 ね 暴い
曇翁 よ う猛 り V‐・デ ー会 を飽 灘 つ け、

いで、 デ ノ)・ ―プ鱗 雹 な轟 め て もヽ 儡。 ま

な 球:嚇 よ う紀 秦《 場` 4。

プ、 り…ダ… 難 して ど う考 え、 村 纂 すべ きか お指 纂 ず 轟騒

・ 磯 M、 饉力、 実畿欝鑽
犠轟熙案 鰺攘討 拳宝畿

豊 諄・ I彊 ゛

ダ鳥 ― プ鱗 憫



→ グ ル ー プ長・ 壌 轟 と して織 轟賞 を持 ぇ 彗 機。
イ、 お 五 年ヽ録 璃 蒔 罐 報 を交 換 し合 ぅ。 → ょ しヽ壌 に しよ うと

す 儀薫 数 を持 な せ、 鐵 鮭 鑢菫 参 達 携 を強 路 尋移
ウ、 グ ル ー プ 幸鱗 奪畿 就 を見 っ め な メ ら、 甕 し く溝 蟻 で き

る方 向 な見 つ 争ナる。 → グル ー プ・ 鍵 赫 饗畿 点 :こ 対 ず 碁薫
議 な量 簿 lこ 広 げ 機。

宣 覇 備歌 醤纏 姦
{量 ≫ リー ダー 会

ア、 活 動 堪
●グル ー プの名 前 を考 え、 グル ー プ議 を作 ろ う

8、
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７

グ ル ープ o堪 前 を決 め ょ ヽ
ぅ

グ ル ープ 参 鱗 難作 碁 う
ゲ ー ム を難 しも う

グル ー プ で簿 襲

グ ル ープ対 抗 ゲーム大 会 グル ープ対抗形 式
で全績 で実施

び ゅん ぴ ゅん ど まを作 ろ う グル ー プ ご と で実 施



イ、 デ ル ープ で輸 懸 難 舎 臨 れ

くア≫ 錢 靱録 内 容 礫菫 購 ≪グル ーープ員 よ 準》… 典 奪 :こ 宇い

て 侍墓…計繭 最 ぴ 計轟 参 纏 難 ≪グル …プ を鏑 ≫驀 鱗 齢 く壌
幸糠 A≫ … 競 書

くイン、 鍮導 驚こ轟 た つて

魏 な 礫諄 鹸 纂 難 で 轟 懲轟 :こ 、 一 準寿 轟 難 離行 うの で 儀、

ミノ準が りし難話=画 参 毎 どここ、 鱗 儀 を実 施 しなけ 醤
′
≧覇 爾鋒

ギ遮 鐘 で きな 亀`攀 ま 移で や、 警 麟 一鑢 に麟 ん だ こ 駐轟 鑢

篭ヽ震 毎 聰饉 機 器 場合 な お さ ら侍 裏 絆《 轟 轟+蠣 鑢 靴 尋 た

1)で l真 、 鋼 幾 会 で麟 灘 傲 計範、 鴛 畿 tこ 基 準ぬで 勢 購 鸞点

な どな・・‐
l・

r分
纏 討 させ、 グル ー・・プ ζ義鍵案 さ彗 た。 また艤学

諄 密薫 甦 を襲 攣 餃 ミこ夏鏡 させ 壕な轟、 グル ープ や鑓 で織

隷 懇合 い翁 時 理 も十 俸 tこ 竃 置 した。

一 人 一人 働 梵 菫 は なす べ き謂 轟 が 轟 り、 また 轟学 奪 寿ゞ

鷺 学 年 の面 覇 を轟 な か 暴轟畿 敬饉 轟 ぬ鱚 嚢、 電 量 の 夏暮

儀 軒鐵 籠 り轟 鰊 t壼 お も しるしヽ重 蒙理 由 み ん な 鞍甕 し く裁

難 で ま な惑 毅 亀ヽ ち欝 が多 く翻 謬 オtた。

轟、 蒙警オ}攀 t難

‡ 綾 参最 戦 をLみ、 豊 か蹴春 毅 斃難織 欝 壽 嚇 魃 儡甕 寵 翁 爾 境 を

絲 ぎ 移
t奪

、 提 爾 鋳轟 壼 lミ な つて、 箋 攀 雫灘 酷 ζ裏.歌 準鐵 ん で まぬ學

瀧礎 奪よ、 わ 争 幸轟余 畢 異 年余 ◎ 質 董 な ど う指 導 して Lヽけ 意ぎヽヽ しヽや

か事 欝 仁基 準議 が、 平― プ ー 会 を換 ここ襲発 難実 施 して きた装 難、

鸞 藍 鏃鱗れ まは、 書 が な感 準な ざ ら歌 拳轟 ん で くれ るよ うそこな 》ヽ

海寺

詩 ξ駐、 挙等 疑 舎 ダル ー プ麗 寺蝿 幾 慧よ、 種 学 等 器覚 菫 難 ご う捲導

準疎 い け覇 むヽ いり か戸 馨 いや軍 欝 惑 《― 等 だ 轡え よ うで 暮 つたが、

豊学 饉 器鋳 粋 峠畿 凛 慧 礁 ど、 調 書 室 てゲ ー ムの本 又 ご凝推 し、 選

ぴ 欝 等 避簸 鶴 ず 壕膊 も甦 られ 4よ う銀 な つた幸

争 畿 曲纂 ほ と して
,輔 鮨 鋳 で ン ネ l∫ 亀 縁 紺 う鱗 ど、 減 鍼 鈎 黎 懸彗:げ て 撮く か奪
。纂 簑糠 難 ここな じめ な い蠅 菫 な ど う鐵 灘 準懸 鮨 銀参麟 ぎせ て い

くか饉
。導諄 盤 を取 代 翁 な―ダ・―む して、 ど う爾 瑾 いて しヽ くか。
拳晏 鐘 鋳 襲 鰹 靴立 った経雛 器 向 案 な ど う と らえ、 諸襲 懇て ちヽ く

が幸

・ 灘 懸 ○ 壽 間 を ど う鑢 擦 して lT・ くか。



第ぷ介料金 特駆難動く小学毅≫

主饉 F量 が な 人 鐵 難:保 を 育 で る念 綾 集 会 攀 茫 進 "J

率率率稗ちょ券端子壌参鮮申熙褻:無桑して率華率

翁鰺襲懇鐘井市立攀I無撮〆M、 ィト 韓 菫 導

五 鐘じ録韓

中央倉きよ、ノご年難浄・ち嘩 くも象Pな畿舞笠壌地で轟為着懸史ポ襲等L曇 こと、

性糞まま圭難磐燿から参靴鸞量ぷ妾しヽとい争轟よか外、地域鎌饉警薫な幸機さ

や教育舟の弱さギ饉 撃≒れ壌。また.、 地域靴鐘子供達が蓋‐体とな嗜て摯 警轟

む奪事ヽ安鍮等ヽ拳番象奮摯難黒参等 ノ/薦 デ轟錢、運菫会ぶ幸ξ懇とな嗜¶十

薫撃菫念バンードを讐い、地域難簸鍵とこ/靴警鑽 /参 蝿等を続った等進れ

豫見本綾中夢い場ょ争嗜子まつ 警達寺:よ 尋菫等で轟る。

学畿鍮尋∴亀響 /準の大きな桑こしや裁きを作予バンー Fを した曇鎌鶴轟

を、電菫]婁非鴛鍾華舞嚢くと等え、夢最葬、叢等亀ゃ 等たしヽ聾よ鷺L争 薄浄も大

多数を装轟た尋モの声を受攀、罐董会でξよ蒙≒L纂 ょ争嗜子驚つ 攀聾を導黎計

難し、戦 争畿島でいる等幸爾:ま、こ學釘いヽま争っ予ま警警選鍮賽錢幸よ静

す轟嗜しヽて議告 したしヽ寺

盛 訂ま嗜 幸運で録ざす亀鍮

警薙揮す為櫻とす儡拳

各学緩にまかされた轟こじ,鍮襲部や覺農輩醗 幸バン…
「

鈴穿簸 幸畿事鋳

分鐘をど、電童券轟薫五費者購持す壌購黎‡ましヽく寺ヽ轟鼎鬱

輔 みんな参力を合ゎ鐘、き難婆で攣1蜀なす
゛
憔櫻:と す鶴参

まつ 攀を式瞬させるため錢濾、一轟鏃罐菫寺舟だ議でi童不十分であけ蒙

金晨○舞憲よ力を集録て、薙童 /Aひと手が欲議を建ち、計轟鋳舞集会場

サ:く1攀 轟げていく≧とが、運菫幸大き鍮喜ボに準をがわ暴

盤 _豊_壁__よいよ覇嚢係を築<攀とす拳。

轟学毅で参難し舎い 癬作業 秦霧曹 書薙装を持爾と鑢まし舎い、茫轟舎しヽ

ながあ進めていく進種を議 して、金綾でまつ警を成瞬黎せ蕪喜夢ф体魏を

通して、学畿 幸学横の一員といてめ繭堂をもた機課轟響感を灘轟為ことメ

できる攀捲峨驚が、以後の学鑽盤攣幸農上のた轟鋭壺きてしヽく‡まず彎轟碁参



鷲量が地域韓対してまつり参褥嘩よびか事なした警、議域蒔節歳がバン

ードをしてい為賣罐顧色対して「怒からぶ援をしてくだぶった警してLヽ くこと

な量して、鼈域韓装ざした学裁驀く攀な饉路てい くことざでぎる癬

∫ 襲餞のよ争す ≪ぷ戚年度鋤取準畿みか攀≫

げ≫ 事繭鍮溝靱

F へ畿警量暴で昨難し会い

鷲量がまつ 攀を轟分轟の亀ので轟為轟とな強 くと外え學た轟靴鐘、準

畿豊 嚇縫表纂員会での議し舎苺ヽを大切難し木くてきまお毎亀路ヽ。そこで、

次嘩よ争な鋳書を計爾鋳舞代擬纂曇金で轟じ舎等ヽ鷲各学議での議し舎bヽ

か薫ま為よ争舞じィた學

ビ 畿霧警量 幸賽衛饗量録摯摯畿轟

ま寺 準を感辞血ギ巻た拳鍾、次の霧灘を導た嚇

學 ざX夕 …雷紗救を絞轟褻鍾機彙し、地城策異へ鋳鮮艤鍮よびわ球

① 賞鐘へ礫饉持就な鑢率し、ま嗜 警議畿鏃よびわけ

幸 曇学畿鉾歌 準鑽み峨灘を、飲送や轟承価を使って轟介

幸 壺崚饉鷺辣まつり難対す聯菫贔轟けな襲攀、事鱗轟∫卜纂会幸華鷺

申 暴撃畿鋳歌準鹸轟

菫苧争が甦菫轟と嗜て輔象翼等`集会よ毅礁鐸鐵、議甕導覺鐵めざして、

学畿構成量盆員で鑽じ舎嗜た苧、準はいた警、鐘曹尊た警す纂難雛かた

くさんあ轟かれで轟鼎oそ轟ら鍮溝嶽をす憔癬メ罐菫韓錢雉群れなくだ

をまならな等ヽ鰺そこで各囀導嚇難進段階滋慮撃て、観量靴畿球為爾肇畿鰤

菫寺 警無甕して、鐘褒讐員会で轟し合った臨審

蠅量会灘院等鸞請爾靱競領 ≪ダノ薦鍵ま囀 警》

ま嗜摯鍮鋒轟て ま懸擦轟嗜いて議饉農鋳

ス薄一ガン秦食惇雲欝鍮薫轟

食擦プ警ダ苧嵐 拳バンー ゴ奮嚢寺量鸞プ 参・ 感 ノ

クテス覺農場海簸 肇豊鑽舎唾轟欺轟、重疇へ晰わしL

ま喘 準等夏警〆ノ 牟ダ√



醸援麟を必要とす轟画を機轟に示し、次學表蒔よう熱導鷺 幸総雪をした。

荘毅難と甦童参準罐分撞襲重

学奪 〆年 麟奪 席奪 ギ黎 ∫等 基等

尋こし幸台を警作 / 攀 犠 轟 △ 幸

やス職ッン製作傘請難蹴立案 攀 攀 ム 贔 輿 舎

¶風職ゾ≫を懸作 ム △ 轟 ム 器 攀

小饉轟・ 衣装幸請繭を意纂 攀 ふ △ △ ∴ 拳

事選具 や衣装を製作 典 ∴ 贔 ○ 参 ф

発表鎌話畿宝欝轟攀饉 参 Ji:ill:::: ム △ 贔 △

発表参褒理方繁をェ夫 △ ム 轟 攀 ヽ
ノ 幸

発表幸難習 轟 △ 典 ム ÷ Φ

豪 ほとんざ毅鑢→攀 青栽難鰺暖 鑢尋轟 幸鐘と応ご蠅董鉾舎

そ攀結叢、電量iよ 錢分達の掬でま嗜 秒を鐵聴導磯るよと鯵量できたとい

う成就感を味わ 静盤とができた拿

緋 いちょう嗜子まつ 攀………"…ょページ鐘難述

率 おね攀鍾

訂いちょう嗜挙菫準 攀“』鐘簿年度がぶ轟羮。甕童ξょもち轟島鯰象と、地域

馨亀すっか り定慧してきたよ争であみ。鷲量が全身で自曇と轟げを獲して投

源を電気よくバンー ドす機ょ渉すに、地域侍穿境亀すギすかしさ,をほ 尋、まき

鰺ヽあぶ援をしていただけ馨ょぅであ膠學

また、難童拳事後アンケー ト鏃霧幾からまま、今簿攀まつ 攀亀畿分連で心導

おしい鸞―でを選び、主体鋳鍾欺 警畿み、鐘隣さ誉ることができ走繭鮭%を
犠 争ことができる拳こ争暮たまつ 参ができ轟奉暑ょ、本続が全績簿理で纂彙躇

癬濃鷲取警難轟、甕量がこれまでいろいろま難襲を経なした警、亀た警して

きたこと鍮緩尋上げ鍮隷果であ轟拳そして電豊かも:ま、曇検彎繭爵ず匁ふと

なく、より高い理畿を纏げるどん歌な晏鶉亀餐え慾聯今後で、電菫鋭とって

新鮮K・
4鑢

力あ為まつ りな顧造し、本横0無畿彎事として畿けて諄ヽきた路ヽ帝

な澱、今年度鍮羹いちょう嗜子まつ諄運鐘、 F/爆 ノヂ襲鐘予定してい轟響



轟 鐵雛基∫年度「 書`ちょうっ予まつ 攀轟鍮織甕 《〆〆薦ノギ鐵襲穐 酢

量れらしヽ】 :五 元気時よい、驀移等ヽまつ警を体綾さを、まつ警な鐸学難しあ雲袴嘩よう毅

慧軟を高線さ備轟幸

』 ク争二等俸y鋳秦さを〆嗜鋭≧て、まつりを中 <警 轟げ蕪轟と等真みこげを

轟じとも鐘、も嗜よ鋳よくして等ヽこうといや気持ち警亀尭壁轟憲

難ス響―ガ炉理  盤気 蹴かまし 等ゝ纂凛争幸予警呻攀

重プ響ダ警ム豊

」 ま轟懇轟畢会

〔/}鐘 懇募醸雷襲 〔ノ索 }

戦》 ∴嘗…ガ
「

寺鐘議 モ〆分 }

輯 Γテス畿畿 《戚基介 》

響}壺鍍金唱 F奮嗜りだ拳イ J《 感分

慮 .ぶ y… F モ留∫分 〉

∫ おお警鋳金

ケ》 バンーゴ鍛轟懇 《〆分 )

彗ト フ丁イや一ニトーム

す点A  {慮 分 )

壺横舎唱夢大きな事録ゞ―チ聾{∫ 分 》

プオー'ク ダン∴算でイムでギ∴轟モ∫介 》

{ご》鐘嶽蒔露纂≪∫介》

経≫舞わ争鎌露欝〔F分 》

み通 l♂ よ珠お鱗れ会

≪畿轟、学年ごと雲慮拳分 さ

重精灘れ会藤

で具灘ット驚撃年ごと襲難やし、精警:れ暴を

しました寺自分連で作嗜鍮で風凛γ卜が難え轟

繊子をすく'遠 くで見たことざ、鐘動難でした。

肇ンサA織・嶽葬鷺

各クテスで畿襲暮驚い 練糧弊彗を表鉾驚

暮た藩そ参
r曇葬秦:こ舎わ総で、クテス難

嚢學錢導 争で入爾ジ評義懸 春蔓装をどをお摯

轟し、鰊曹 事鍵簿をしまれた癬

ぎず了イヤ…入 ≫―ム驚

小選轟 肇壼婆 や裁ボー声幸され
'よ

導等毒

ゴ鍵を運懸瀑洋中央難轟藤ましな寺賽帯轡

量が点丸し、豊おか曇んで壺毅で雛嘩た等

幾嗜た警悪まし意゛

裏夕季風轟難壁

ぶン‐―・
「

やままクテニー拳戦で彎動す儀な等、

饉鎌クサス鍮織表メねか惨窯蛾島。そこで、

各クテスが ダ分轟嚢艤 して発表轟審券纏分

をしました寺

奮ノミアー ド曇

・  オ サ 織 章 一 二 霧 分 か れ て 、 横 轟 薦 な 声

ザ員ごよ滋無季群きました参

鶯 で凡爾讐≫おか摯ぎ、か錨簿を轟濃な

津3ら歩ぎ、途中の議か鸞券轟、L時 ∫～∫

索寺タテス鍵轟なし奮した奪



第4分科会

寺舗卜」聯響義護き遍華彗 〔釧
「

髪詳
'4障=≫

者会司

横手  薦 拡 島県豊覇郡豊町立豊中学校毅頭}

案

記



第4分科会     :    :            :   ::
提案主題 互いに人間として尊重しぁti児童生経の轟互律軍ιLよ っをス面由撫基

高める教育の創造■   ‐

発表内容   |
11地域の実態

事島県豊町郡豊浜町立豊浜中学綾 1拳丸善公

本崚生撻は対人関係‐における諸聞

暴線仁方から約 1時間t愛嬢県境沿ぃ↓こ点在する轟戸Ⅲ海の二島t競轟 il基 11‐五 |

の豊島と誕h2.5k嬰離れた斎轟こ及び大崎下■の下
'部を含む6地区の共周体が豊

浜町である::           ‐

本崚牛鐘鐘t豊島小学校、大浜増ヽ学校t斎ィ
、学技から入学する。斎島には分校が,

あ?ながヽ暉和41年 0こ統讐され生徒ξ験蕃宿舎か、学寮に入舎して登校しそいた11
夜聞学綾‐もあつたが昭和5o年廃止された。
主な産業ξま小型漁船にょる一本釣り、鐘ぇなゎ教法の水産業と総撼裁培の農業で

ある。農簸でιま結纂類の麓纏安からくる収入減にょり、農業だけでは壼藩が成り立
たずt録摯に置き:こ出るも場も多ぃ。子ども達の諸半数3ま轟業家躍て、両親がをぁ
つて,力 .月 以上主↓こ:巽んでお長期不在となることが多く、勤難囲、小学校ξ申学校硲子
ども準の申に‡よ華親のもとを離れて豊濃学寮で生零りで手`る者ゃ、兄弟赫擁辱糧父
督t親鐵のもとで生藩じそ等)る ものがぉりt正月、輩ド1秋響りなどに両難の帰って :

くるやを楽しみ鍵しな:がら輝夢諄してヽ るゝ。
肇撻整いたつて素量で明期な赫轟忠るが、幼児鋼の難上生活などによぷ1対轟の率 |

足から起こる人間関係の難問題t基本的墨活習慣の不黒、自我意識が強くて集圏ζこ|
なしみにくい繭:そのために相手の立場を琴解する意識が詳 ていなもヽ爾などが見 |
受:すられる。

2、 主題設定の理由

先の構岬生撻め実聾の中でスけられるよう産t

題を抱∴てぃる:  :   ‐

これから社会に出て与‐ヽく生縫達t特多こ本轟ょり出てしヽく生鍵が多しヽ申で彼らが島|
外でも通用する人間になるために人難尊重め精神、高ぃ社会性を身↓こっけさせるこ
と:よ、極めて大切なことでぁる:これもの生撻:鐵鍾壺ちて:小 =申学校が協力し
て家庭や地域との連携をはかり、基本的な生活習慣を身にっけさせるとともに深く|

道徳性を響L´t次にぁげるょぅな生徒を育てたし`という鑽し、から率主籠|を設定した:



.(1)生命・1人
権を尊重し合う生徒を育てる。|1   1     ‐

■  ‐ 人間としての願い.:   |    ■
｀ | |   ‐   ■ |

① 自:分を大切絶する人間 |   |  | :|  |   ::
■ 0.人をき‐ずつけない人間  .   :: :

0人の悲しみのわかる人間:|  :  | :   ‐   |   :
1    0人 の悲しみをなくすために努力する人間  ‐ ‐  |     :
(.2)能力 ,特性を見い:だ しこ自ら考える生徒を育てる:‐    |
(3)健康明朗で互いに協力しあえる生徒を育てる。 | ‐      ‐ |

3t研究のねらい . ● : :‐ ■ ‐       ■11.
当初t道徳教育研究推進にあたつて研究計画の申健次のような項目をあげた:

:① :校内研究推進体制の確立  | |    ‐    |
l   ②

:全
体計画t年間鶴導計画の検討 ‐

③ 崚内研修の方法と充実  :
④ 楽しい道徳授業の創造

0地域とめ連携作り

0評価方法

とれらの項製を内容あるものとするために、本校の連れまでの実銭を生かし、

さらに整理 。方自づけを行つて
)い

きたい。

4、 研究組織
1翼

浜町まま43000人 余りの瑚ヽさな町である。したがって、覇鎖誇であり菫まし

い道徳性が育ちにくい環境薔こあ―る。こうした実態の申で、地域ぐるみの取り組期

必要性を鐵切撻惑し、遠徳教育推進協議会を設置t地域≧の連携を重視した組織作

りを進めてきた。

事務踊

1事務局 =二
―韓……―■-1■■0-..■ ._■―

=月 4`弩慇鐵とご唖饗難・大鐵 のための窓目
・道徳教育研究推進委員会 ,一 =。「=~~研究推進をこ関わる企画立窯:道徳的実麟活

会

一総
畿
融

缶
輪
菫
岬
韓

孵
力
榊
略

璧浜町道徳教育推進協議会

動の推進。          |
。二

1・ ■―‐1,学校・勁略豪翼との意翼幕轟典、築鰹攀難業錨
:  1 1カ 態勢4確立.

道徳教育研究推進委震会
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第 4分科会 ,特
BIJ活 動

国際性豊かな生機育成の基盤を小集団学習に求めて

愛知県春 目井市立南城中学校 武田 広也

1.竜城のめざす国際性豊 かな生徒

示す亀F三飛厨撃皇E言毒愛見Fれ
も、まえ、本校のめざす国際性豊かな生徒を次に

(1)常 に世界の国々とのかかわ り合いを
豊事量菫套

として
:物

事 を考え られる生徒

I::自冒墓鸞甲撃喜驚墓暑轟註覆警通豪
逃量縫装宮Fま琴貨藤義管衰携書言密警讐めF彙襲ぉ姦響菫驚言轟ゴ:冠警性豊か

i::          菫   :  L霧 奮L表現力 )

2.基本的な考え方

暑  1    鷺    貫

3            hナ
管欝係質懲盤轟:｀ k欝曇菫電思室:峨会量警響kL.

(1)目  襟

              F奎
2ム尋菫曹傘雲冒督ξ警ず管琴雲要

D菅
雲彗轟貫菫し零舎ふヒニF要良奪L守

(2)具体的なてだて

野を取 り入れる。

:        麟 ざ l｀
皐麟縁覇‡

野の反省 を取 り入れる。
を反省 。確認・ 話 し合いをさせることによ

I利用 した活動 を取 り入れる.

l走意繁け言「

でヽそれぞれの機能を十分

′て計画 し、挙級においては班編成の時期

分科会名

提案主題



○ 授業においては教材総研究を十分に行ない、課題の設定に十分留意する。

小集団学習の中心 lま この内容であり、前述の①～00取 り組みは、すべてこ

のことがよりよい方向に進展するように配慮する。

0 班編成 :ま 、4入・ 10班 を基準 とする。

菫  言署量 豊 霧 贅  :3 
覆重要墨豊暑饗爵奮拳ぎ漂声墓最な襲轟

。
しよむJも 取 り組みや内容が問題である。

必要に応 じて班の形にすることを原llIと する。学校体制として、班の形に素

早 く静かにする練習を実施 し、その
著雪 i彗ぶFile子 ごと、体だけ、くびだけまた。班を組んだ状態で前を向かゼ

Φ 3つ の方法を状況により指示 して、不通切な姿勢がないように配慮する。

o 総食当番・清掃当番なども、編成した班が利用できるところ:ま 活用する。

でF麟与9竃電ゝ毒なみ資暴雪電h二言鍛墓1理雪チ義襲警号彗最葛轟象阜異
容 が問題である。

4。 研究内容
(1)62年度の取 り組み

Φ だヽ集甕学習の理論の研究
ア 小集轟学習おこ関する資料命軸競
ウ 小集爾学習の基礎的な理論
オ 授業をどのように進めるか
キ 先進校勢視察

③ 実銭
③ アンケート調査

(2)63年度の取 り組み

① アンケート調査

② アンケートのまとめと考察
◎ 年間計画の作成
○ 資料の作成 散師用 ……

研究主題とのかかわりについての検討
アンケート調査
実践に向 |ザ での討議と実践

ア 座席の配置  イ 班編成  ウ 班の利露

繭城のめざす小集団学習の諷標の設定

イ なぜ小集翻学習に取 り組むか
工 小集圏学習の原理
力 講師による講演
ク 研究会へ備参加

工 取 り組みの内容

[ 寝鸞鷲繁高轟喜お留轟
り

,体的なてだて

小集団学習の手事Iき (小集団学習を進めるに

あたって)

０
０
０
　
０
⑤
Ｏ

具体的なてだての確認
資料の作成 教師用 …… バズ学習の理論と実際の技粋

生徒用 …… 手ワ|き

Ｏ
③
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ

生徒用 ……

小集団学習を進めるにあたってを使っての指導 (学指 2時間)

嚢義のまとめ
 麓霊 i::I 震薯i零曇億豪懇穐皐籍鷲時間)

重点指導内容についての指導 (学擦 1時間)

重点指導内容をふまえての実餞



)把握
E容の把握

ア 実施年月

イ

ゥ    I馨皐蜂管畢
=露

督:倉彗雪:言驚抽出、合計237名

し重雷
査項目について、はぃ、 ど1ら らともい,た ない、 ぃぃえ、 からの調E択 と

8 喜葉菅墨√ 別紙参照
ア 結 果

ィ 警
紙

雲
習友人関係につぃてのアンケー ト結果第 1次・ 第 2次・第 3次参照 .

17:重夏ぁ菱套
関係についての状況 -3響 紙参照

ら費走Fの
結果と第 2次の結果を比較するなかで、以下のような変容がみ

襲              1
7奮     I : 全たF重要奪員藁危轟こ:ふ歴電織奪お議暮bと、

ま   :    奪警奮裁葉F菫れ奮基套?替番七響ユ楚F誓番:管奮
[聞 けるようになる。

)奮告奮:根島窯轟∵ユ管Fが
強くなる.

.る ようになる.



(4)実践の記録 一一 別紙参照

(5)実践のまとめと今後の課題
C)短 学活に、教え合いと生活の反省を取 り入れたプログラムを、各学年ごと、

その状況に応 じてまとめることができた。その結果、分からないところを友人

に聞 くという態度や、 1日 の生活を意識する態度は身についてきている.教え

合いの活動はかなり活発になってきている。しかし、親切に教えることができ

るところまでは至っておらず、教えることの自分にとっての大切さを知らせ、

積み上げていく必要がある。

② 学級の時間や学裁の時間に小集団を利用した活動を取 り入れることができた .

特に各行事においては,学級で編成 した班 (授業と同一)を利用 して積極的に

取 り組むことができた。それぞれの活動において、よい結果につなげることが

できた。ただ、それぞれの行事への取 り組みだけで効果があがるとの考え方に

:ま 問題があることを感 じた。それぞれの行事への取 り組みにおいて現出した問

題、そのFm3題解決の活動を通して初めて、個人・班・学級・学年として高めら

れることを実感 した.

0 教科・道徳の指導におしヽては、課題の設定に留意 して進めてきた.そ の結果、

1時間ごとのポイントをしぼることができ、また小集団の活動を含めることに

より、生徒の生き生きとした活動を導き出すことができた。このことからもい

わゆる 1時間中 じっと耐えている生徒を減少させることができ、参加度を高め

ることができた。

道徳の授業においては、いろいろな活動における話 し合いの方法の指導の結

果、うまく意見を出し合い深めることができ、取 り組む以前に比べ、説教的な

道徳からぬけだしつつある.

ただ発言に対する意欲は不十分で、発言の方法を定着させるとともに、一人

ひとりがまず自分の考えをまとめ、その意見を出したくなるような状況に生徒

を追い込む方法、てだての検討が必要であろう。また、小集団学習にとって最
も大切なことではないかと実践の中で考えられるようになった.こ のことが解

決の方向にむかえば依頼心の強い本校の生徒の状況も改善されるものと考える.

④ 班編成については、男女各 2名 で4人の 10班 を原則に、意目的に編成を進

めてきた。安易なくじによる編成はなくなりも教師の意図が班の編成に生かさ

れ、集団を育てる意味においてよい方向と考える。ただ、男女の人数にかなり

の差がある学年もあり、やむをえず男子班を編成 しているところもある。この

ことがどのような方向に進むかは今後の実践で検討できよう.

学級で編成 した班 (授業と同一)を すべての活動に利用 したI二 うがという点

については、本校は 3の (1)0で示 したように、目的によって編成された班に

おいて、その班を高める指導を進めている訳で、同一の理に固執する必要はな

いとの結論に達 した.例えば、国際理解推進のための研究班の活動や指導がそ

のよい例といえよう。

0 給食当番・ 清掃当番の活動においては、学級で編成した班 (授業と同一)を
利用している学級や、していない学級それぞれで、特に問題はなくゝ各担任の

意図が重要であり、国執する必要はないと考える.

°
蒙曇   : I  iI:L   

藤曹9書謝姦:穏雲L瓦碁雪璽星撻寵幾
≒があった。ただt実践するうえで、その

場その場での指導が必要なことはいうまでもなく、手引きをもとに積み上げ定

着させていくことが大切である.

生轟行言翼墓t通ヒ優霞F轟棄龍奪蜜容
の検討(教師)、 反省と今後の課題(

0 (3)0(イ )の生徒の変容のとこ菫暮奪崇t楚 1警警}互 ::言毒冤Lれる方
向へ変容をしている。国際性豊かな生徒の育成には、人閥理解、人間尊重の心

の育成が必要でありその基盤としての小集団学習は効果的であったと考える.

ただ、本校の取 り組みはまだまだ不十分であり、いくつかの問題点も現出して

きている。その中で課題と即時評価の問題は重要でもこの点を含め、現出した

問題点を解決の方向へ進めるべく、今後より以上に努力していきたい.



第4分科会

提案主題 自主的な生徒会活動翁工夫

愛知県春目井市立中都中学校 藤嬢 吉雄
瞬究内容

重。生徒会活動の教もしヽと指導方針

次に述べるわらLヽ と指導方針をもとに自主鋳を生徒会溝動を作 り農 した
く瞬究 :こ 器ぞんだ。

≪富≫ね らい

生機会麗難倦通 して,集甕生懸鍵意義を学ば彗簿纂甕におξする饉鯛と
難義実現を霧 けなが ら,戒就感を味わゎせ轟。

≪童)指導方針

ア.生徒の主体的活動を通 して,お互いの立場を尊重 しなから,運帯感
や優々の能力の向上を藪 り,望 ましい人覇闘係勢奮戒ここ舞織る。

イ.あ らゆる場面ここおいて.生徒の議 し合いの場を設定 し,議 し合 blに
よつてでなことを吸い上げ実現亀することにょり,自 ら生徒会斌動を
支えているともヽぅ意識働轟揚を図る。

ウ゛委員会活動・ 学級会彗動を活発 :こ し寺自主鋳 ◆積極的な責鐘ぁる懸
動毎絆長を図るとともここ9所属集甕録中ここぉける存在感の育境を通 し
て,学校生懸の充実を図る。

二.楽 しく,規律正 ししヽ学校生装の確立に努め 4.
2.翁 主性を育てるェ夫

ねらい勢達成のためにこょ、人間巽係が重要な要薫となる。人闘麗係覆書
にし、生徒の生徒会へ参参議意識・扇轟意識を高めるた峰、学畿や各種讐
員金等での話 し合ぃにおいてバズ菱遷驚ず 4。 これを基盤とし、またのょぅ
な工夫母もと,「 自主性Jを育てるべ く研究を進めることにもぇ金
(1)年薄計画におもヽで

生徒会の年覇行事鐘。学校から出されてぃる「学校暦Jと でらし奪生
徒会執行葬に立案させゃ生繊鑢会ここかけた後実 :予 :こ 移すようξこする。 こ
れにより,生機会執行ぶ :ま行事等藝実現ξ≧,或聴 :こ 向けで生徒参機ヵが
得られたと自舗を持っで暮ろうし。貴醤感を持つょぅぅこなると考える。
また。生鍵たちξこも鶏分たちが遺 を発案であ4こ とから。雛ヵしようと
いう姿勢が生 まれるこどを購持する。

さらここやゃ詳しく述べればe「球技大会』 F映轟会聾鍼鑢会時の年蘭
計画 iこ は打ち込まなしヽょぅもこし拿常 :こ生提会 :こ 生縫翁声巻簑与l上げさせ。



実́行す轟意志があるかどうかを確認 し9教師と打ち合せながら行うようする。
こ翁鰹に執行部が実行 したゝヽと金轟や学級会・評議会等で出された生徒の

意見をできる限 り取 り上げ,実現 fヒ するようにする。

この他にも,「 クラプ紹介聾「 クリーンキャンベーン曇 〈地域美亀感動〉

等のクラプ・ 委員会と協力 した溝動や「選手灘魏会J「事業生を送発会J翁
ように生機勢様々な工夫を生かした行事を幅広 く行う。

(2)組織構成におしヽて

(経 鐵 饉 )

執 行 部 会

蓼丁

委 員 会

安 全

ア.推進委員会

生徒会の取 り織む球技大会・選手激魏会・ 事業生を選発会等の行事の企

画運営を。執行部・ 評議員とともに協力 しながら推 し進める推進委員会を
つくる。各学級 より 1～ 2堪 ,必要に応 じて選出 し構成する。この方法に

より。鰹々の生徒の生徒会活動に対する意識を高め,積極的に参加しよう

とする姿勢を作るとともに。一人ひとり勢生徒の工夫や意見堰反映させ。

自己実現縁機会を増やすようにする。

イ.サポー トクラス

組織図に tま 表れて:ま しヽないが.収集活動 拳轟しヽさつキャンベーン等,委
員会が中心になつて行 ってきた感動を,希望学級が受け持ち,学級の独自

性や制意を生か してその鐸動鏃推進を行うサポー トクラス制度をつくる。

これにより1委員会活動を活性 fと させるとともに,多 くの生繊を生徒会活

動に積極的に参なgさ 溝るようにする。
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3.活動機実際

くl≫ 各種行事

プ.彗技大会

球鼓大会ξ或,学年単位で鐘進携員菱中ノ怒iこ t男子理・女子篇・ 震合最
の三つ参種羹の選定ゃ人数難譲 攀振 りが考ぇられ,等 周ここ行われた。革
年度をま重～拿年まで共逢鍵種調巻一参取 り入れることなり,最近人気参
ある難事:き を行警た。

イ。選手藪酷会

7層 ほ行われた選手激轟会鍼,執行部を申Jむ ここ推進委員が案奄練 奉奪
F聖火ランナー菱登場させること聾 F露 等生で暮援理を懸轟すること聾

「選手ここ,こよもまきと症1攀 うちξ〕を贈るこ彗』が決められた。こまちまき
やうちわξ婁, 1゛ 2年参学綾 :こ 分鐘がなされた。今年度は。ぁぃここく蓋
覇雨となってしま鷺ゝ体育館で行 うこときなったが,会 t度盛 りあがりを最
せた。

中・ 求泳大会

水藪大会は休育鋳行事であり体育科の教鐸を中」碁銀行われるが,推進
書羹が選手決め。レクリエーション種麗の選定,当 藝鍮運営等幅裏 く麗
幾ず轟。 Fプ ライングマン上 く選手がフライングな参ここ泳 ぎ続けょうお
するのなゃ録させる役甕)は推進委員が考ぇ轟 したュニークなァィデプ
舎一つて轟る。

(2》 曜集活動

地域母美化 モ生徒会資金の確糠 e生徒会や学最へ難覇轟薫議の轟場のた
ぬ,年度警 :こ 総会で行う歩否かな鑢決 し,詳議会で溺標量ゃ頭集方法を決
絲彙プル 亀缶 奪古轟覇 やベルマークの収集懸難ここ取 り蘊んでぃる。

今年度の経懃翁様子を簡単ここ報告す轟。
プ.ア ルミ缶鑽纂

ドラム餐ほ養で嚢饗震がバンキで着亀 した Fプル 亀儀ボックスJ難各昇
鋒甕に設置 し,も つヽでも気軽 :こ プ_メンミ缶が頭纂できるょぅ|こ れた。賣場
]こ は,5簿 ほどで4本母アル ミ缶ぶ ンヽクスがぃ参ぱいとな り執行部とサ
ポー トクラスの手 t遷収 された^

ぞ。新轟収集

薄ここ握闘 i運聞曇嚢聞行う。 1学鶏ほ t威 F金絞で 1の 巻メー 酢ル侍高
さ分勢量を今学購中ここ集める聾ぉぃぅ覇標を立てたが,地域藝子供会作
鍵晶鐵領と重なり,蒙標母4欝 弱醸達成事に奮まっと。筆奪 までξょ,一
人もなンチの量などど藝標を決轟Fク ラス単渡,理単鐘で取 り覇氏ノ麦

i。

豊員が進成で者などころξこ鍍生繊会が感鍮状を出すこ≧轟 紗ぬ。



ウ゛ベルマーク収鍵

ベルマーク収集は、ベルで-4ク 讐員を中心に日標が決め られ,評議会

で審議された上で学級におろき薄Ъ,キ ャンベーン感動が震開されている。

現在は,総会で意見として出された合曜ごン‐クールで使題する予ジカセ

の購入を獲標ほ取 り組んでひる。

尋=考察

これら簿取 り組みを通 して,多 く健場面で生徒自身が悪躍するようになっ

た。それにともない資任感 0達帯感が生 まれ,生徒機生 き生きとしぬ表構が

よリー層多 く見 られ轟ようになってきて,「 自主性働育成』に関してそれな

りの成果を発ξずたように思われる。

しかし,生徒会活動が身近なものとなつてきたにもかかわらず,生徒自ら

が進んで生徒会活動をつ くもていこうとす蓬面 tま まだまだ弱ひと感 じられる。

こ紗点をいかここ改善 していくかが今後の大きな課題である。。



第4分科会

提案主題 自主的に取り組む旅行釣行事のェ夫

愛知県春題井市立中部中学校  石黒 照人

研究内容

1・ 「集爾の自主性」を育てるために

「自主性Jと いう言葉 tま ,本来個人について用いられることが多いが ,

私たちは「集国の自主性Jと いうものをより尊重 したいと考えた。
これは,「 自主性Jが「社会性」とともに語られなければならないのに .

「自主性Jだ tナ が独 り歩きし,「 自分勝手を許す」というような結果にな
り易かったといぅ反省に基づいている。ある集団が何か一つの目標に向か
って自ら動 き出すとき「社会性」が必要とな り,その中で,個人の「自主
性』も育てられやすいと考えたのである。 また,そ こに「集圏で行う教育J

や「旅行飾行事Jを行 う一つの意義があると思ったのである。指導ほあた
つては,「集団の自主性Jを育てるため,次の八つの点に留意することに
した。

① 集団は最初「寄せ集め」的でぁることを心に止め,教師も含め「人間
関づ くり」「雰囲気づくり」を大切ことすること。 (バズの活用》

②  「寄せ集めJの集団に「協力せよJと いっても急にtよ協力できない。
「協力せよJと言うので tま なく,具体的な課題を与え。それを解決 しよ
うとする行動の中で協力性を育てていくこと。

③ 課題に向かって集団員が最初 tま ほぼ同 じ方向を向いていても,だんだ
んな方向がずれてきてしまうことがぁる。そのため,意見のまとめ役・
調整役・ 牽琴1役 としての リーダーが必要でありかつ重要である。このこ
とを集圏員全員が意識し,自分たちのリーダーをもり立てていこぅとす
るよう「雰囲気 づくり」をすること。

○ 根幹となる目標に「人間性向上」を置 く。各行事における課題 tま 。最
終目標で tまな く,一つの通過点 ◆ステップととらえること。

働 根幹となる目標を中心に, 1年間を 1サ ィクルととらえ.各行事にお
し`で爾標 (課題)を 明確に打ち議すとともに,3年間をその積み重ねと
とらえた系統だった螺旋構造的な指導を行 うこと。

③ 集理の所属意識を高めるため,行事等の実行に当たっては,内容ここ工
夫を通らし,特色を出し,フ・

ライドをもたせるょうにすること。



舎  二年生こま3年間の基礎となる時期である。この時期に「何が大切か菫

を教えるとともに,自 らも感 じ取 らせ,教師との価値観の共有を語指す

こヒ。     '
③ 教師の意図が生徒に伝わるように,生徒との温かもヽ信頼関係を大切に    |
すること。 また,生徒集団と教師集国が協力 して学級・ 学年・学校を築い

ているととらえさせるため,教師も生徒と一緒になって生き生きと行事に

取 り組むこと。

愈.指導の実際

次に述べる行事 tま ,各学級から選出された 1～ 2堪で構成する実行委員会

を中心に活動 している。    '
また,宿泊を伴 う旅行鋳行事で tま ,意義・ 目的 。スローガンを打ち込んだ   キ

Fし おり』を作り。その徹底に努めている。

(1)宿 泊学習

1年生のこまじめに,市内の「少年自然の家』を使い, 1油 2目 の日程で

AIrlI B llIに 分かれて行う。一切の行動は,班長が持つ時計としおりの日程

表により行い。館内放送は使用しない。

「宿泊学習Jと あるように。「学習Jであることを前面に出し・ 集題行

動・ レクリエーシヨン指導・ 合唱指導を行い。中部中学校の 1年間の大 ま

かな流れを知らせ。本校の生徒としての自覚をうながしている。

集団行動において tま 。指導者 (リ ーダー)の指示に従うことや規律を守

ることに重点を置き指導してしヽる。

レクリエーシヨン指導についてもま,雰囲気の大切さや物事に一生懸命打

ち込むこと鈴重要さここ力点を置き。雰囲気をもり上げるということもまどう

いうことかとらえさせる通とに努わている。

1年生の段階では.リ ーダー・ 班長に対して,教師からの指示と連絡事

項の徹底といった伝達的役割をあえて強 く持たせてひる。

(2)野外学習

2年生の 6月 ごろ。 F愛知県民働森』において 2漉 3日 の野外チント生

1置 をイ予う。

主なプログ
｀
ラムtま ,飯盆炊さん 。キャンププアイヤー・ ハイキング 。学

級 レクリエーシヨンであり,生徒自らが積極的に行事に参加できるように

犠々な工夫をしている。当然ながら最も重要なのが事前勢取 り組みである。

飯盆炊さんは夕食時に行われ、自義献立となってひる。そのため班ごと

に,献立やその作 り方を調べること,材料を買いに行 くこヒ等,様 々な取

り組尋が行われる。



ハイキング tま従来のコースも合め,「釣 リコース』 F温泉コース』等バラ

エディーに富んだコースを設定 し,各個人に選択させてい迅。

キャンフ
゜
ファイヤーでも工夫がされている。自分たちの「野外学習』であ

るとしヽう意識を高めるため,ェールマスター・ サプマスターを生徒で編成 しt

上級生が自発的ここ部活終了後そ命指導ここあたっている。

このような取 り組みを通 して,「行事は自らもり立てていくのだJと いう

気持ちを育てている。

(3)修学旅行

3年生で行 う修学旅行の最大の目玉は,「東京都内班 Ell行動』である。約

半藝,東京都内を班ごとに,自 分たちの設定 した見学地をまわ り,旅饉ばも

どつてくるとしヽうものである。途中.5箇 所程設けられた「チェックポィン

トJの うち 1箇所を通過することになっている。

見学時間や行きたい所の個人的思惑が絡み合い,事前の話 し合いが活発に

行われる。 また。旅行社の方と班員で計画の検討をしているが,当 日そ¢選

りι通しヽかなくなったり,ハプニングに出あったりといつたことが起 こり,そ
鍛度に解決のための努力がなされる。

・ この様に修学旅行は,各個人の墓藤

や各自に堺達 した課題があるとともに,人間関係の大切さを学ぶ要素も多 く

あり.人間的成長を図る貴重な機会である。

(4)遠足

1学難に行われた宿泊を伴う旅行のでき,2学期鍛生徒の状態はより,補
正鈎,ブ ィー ドバ ック的な要素をもたせている行事である。また。宿漉を伴

う行事に くらべ,学年舎特色がよく出せる行事である。

量年生は大轟で有塩な静闇県鍛「中国島砂丘』に行ってしヽる。大轟の撮が

る様子を見学 したり,班ごとに制作 した轟を揚げたりする等機全画を立てて

取 り纏んでいる。昨年 tま 砂丘ほ注覇し,「砂の芸術Jに取 り組んだ。

2年生こま崚阜県闘市や愛知県無多郡南知多町にあるフィール ドアスレチ ンヽ

クに行っている。「とにかく動け,迷っても動け,や ったら喜べJなどとい

つたスローガンの Ъ
'1,中

だるみの学年と言われることを吹き飛ばすべく,

巨大迷路・ カラオケ大会・ 縄跳ぴ大会・ 座禅等,年度毎に工夫されたィベン

トが行われている。今年 tま修学旅行の準備も兼ね。「岐阜市内班Ell行動Jが
企画されている。

3年生は1蒻 申仙道母「妻議 e馬寵Jへ行 っている。歴史に親 しむ意味を合

めらわらじを履いて行ったり,班ごどに「水戸黄 F号衆』 F白 虎隊J等とテー

マを決め,時代鋳衣裳を・ltり ,それを着て歩 く等鍛試みがされてもヽる。



3.考察

今まで述へてきた行事ここおいてこま,

中心に行 ってきたo

バズを通層し,実行委員 e学級磯理を

通れらの行事活動は,生徒たちを■通常鍛生選でもま体験 しここくし`こ

する機会を与え,生徒と生徒,生徒と教師礫間の人間関係に深まり

とともに,「 自主性饉「社会性Jを 培うよ｀`議会どなつているo

現在抱えている一番大 きな問題 tま ,「行事が鏡聴 し,生徒が成就感を得て

も,そ こで竃準んだことが悪奮言J塁紙奎に籠通簿鍵されにくり瑾とひうととであるoこ

勢点 tこ 聞ず轟改善策 。対策が大きは譲議である。

とを経験

を与える
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(春轟井市立石尾台小学校長)

(春轟井市立鳥層松小学校長)

琲

鹿内 信善

小森 孝彦

小島 幸彦

石部 清和

後藤 曜慶

坂  美雄

水野  明

稲曲 幸博

提

録記

牛尾 英俊

案 者 1襲∫:I 正樹
:

|

:

〔鍾路市立飾磨小学校教諭)

〔春日井市立玉∫II小学校教諭)

(春轟井市立小野小学校教論}

輩壁重
者

:長縄 秀撃 〔春目井市立篠本小学校教講)



第 5分凄・豊

提案主題  轄・連。相を籍〕こi√ た生後指導

こ身荘'こ′て一

兵庫県姫路市立 (鍾I`髪卜J、 学校

―i枚 :岩 を

牛 尾 蔓 俊

研究内容

1,現状

Q校区縁様子

警磨工業地域の一部を櫨夏〕こ持つ本技 :ま 、姫路粛と母合併請は,飾磨市の

商工業の中心となってぃたり江戸時代より落町としても栄え、最近ではマン
シ壺ン・新築住宅も増えて地域の人々には、都会意識が強い.し かし、漁業
や灘上交通など藩を中心ふこ栄えた地域、農業を中心として栄えた地域=そ し
て、商業を中心として栄え_た地域と大きく分かれるため、校区の一人行事の

祭 りも 3つ に分かれ、自治会・住民の意思統一が十分と言えない面もある。

②児童の様子

校区時に、30余 りの学習塾があり、4年生以上になると学習塾・家庭教師
につ与ヽている者がかなりいる。 (6年 59.6%、 5年 48.5%、 4年 19。 3%)

しかし.幾の教育熱が高い警に、子ども昴学習熱は高いとは言えない。
「友達がいるから」「装が行けと言うから」と割 り切っている。

こ鍛ような現状総中で、昨年 二年3FElに おける問題行動は、次の通 り,

本年度 1学期

男 3

X登校麺否筆寵与こある児童は、地さこ4轟ぃ

投薄どこおけ為児童 li、 貫崎鼻育曇指導 をi垂 ヒFて 、

つ姦る鬱また、チャィム母合甕での入室ギ早 くなっ

あ 琴、指導中でみ 4っ

紙飛行機1等によ暴紙 ク .“ガ
'散

選夕,

くなってしヽ尋現われ 1,あ
:ら i予 、 `
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７

0.

集合時の私語が減少 しっ

たが着席できない児童も

増撫は、児童嚇様子が悪

しヽ 多

昨年度

万 夢| 男 13究 8

登技拒否 女 1 0

喫煙 0 男 ε

義盗 男 4 0

持ち出 し 男 8 ・0

い じめ 男 ■ ●
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年内の

部会

要嚢蔵意思統一

定繭は、月 上国第 3全曜築

モ命他必要に応 じて臨時み二部会

幸運翼標議行の様子

率情報交換

拳町行事総補導なついて

宰担当者会の報告

報告・ 相談くて
も重墓の指導

一斉学議会・ 臨時児童会

3、 働きかけ

機飾磨地区の意思鏡一

筆路市の小学崚生縫指導担当者会導、 5つ の地区に分かれておりも飾磨地

区10校 繊 1つ が.本校である.隣接 した10綾ではあるが、被区の人々の考え

JJ~翼 違 lfhを 見せているoし かし、夏爾塾通い等を通 して児童間の交流が盛ん

であることは、見逃せない事実である。そこで:学難に一度実巌されている、

地区鸞担当者会し■おいて、次織ことを議じ合うち

1.、 理事会から翁連絡事項

一樹
礼一難

・
止一察

審
　
ヽ

機

薄

聞

丈

導

時

命

一寡

宅

報
　
一一　
癖

情

規

“タ

２

　

３

各学年・ 事科

生縫 .:鱈 導担当者

実践締会

〔室翻は、月 1興シ

(報告)



②児童に対 して

校区の実状と、担当者会の話 し合いを元にプリントを作成 .

「家庭Ц働生整__「学校■の生活』

P竃 布年4国

ことを職員間で意思統一。

ために

の充実

ともに、朝・給食時に放送 .

③保護者に対 して

学校行事として

日曜参観を利用 して講演会を開く

プリントにて

。議の育児態度と形成される子どもの人格及び起こりうる行動についてプ
リン トし配布 した.

・ エアーガン・ ガス鏡について、「買れなぃこ貸さないt使わなぃJの 3
驚い運動警実施.学緩指導と家庭ヘプリント配布を実施 し,一掃するこ
とができた.

・ チ選コシールにつぃては、万夢I・ 窃蓋 。交換によるトラプル等が発生 じ
たのでも学級指導と並行 して新聞記事と本校におぃても同様の事件があ
ることをプリントし.保護者として子どもの行動や、持ち物の把握を呼
び掛ける.

・ その他に、登校拒番 0万夢I等の防止にかかわる新聞記事や講演で研修 じ _

た事などをプリントし配布する。

問題行動を学級担儀より受けた時はゝ必要に応 じて議へのカウンセリング
を実鰭する.

④中学絞との連携

本絞働事業生は、約1/5か飾鑽東中tへ 、約4パが難磨中都中へ、約 lo名 が他
鍛中学校へ進学す熱藝

学級指導
ま

　

′∫
ｆ
ｌ
ｉ
ヽ

　

さ

職員会



上国濾通 り、飾磨中部中学校へは、本校の事業生 しか進学 していない (転

入生).小 中で指導内容が異ならないよう、話し合むヽの中で、小中共通の指

導努力事
‐
項を決定。

(昭和61・ 62年度 )

・私語をなくす。

・チャイムの合図を守る.

・持ち物酵こ義前を書く.

・礼儀正 しくする(挨拶含む)

・持ち物に名前を書 く。

(昭和63年度 )

・ 忘れ物 をしない、チャイムの合置を守 る .

・ ヘル メットを着用する。

・集自譲:練 を利用 し規律を主す。

・ 元気よく挨拶 をする.

・持ち物に記名する。

生徒指導担当者間の連絡を取 り合っている.そ の強.小中職員間の交流会

や、懇議会 二授業参観を計画中.

◎その他

・市教育委員会の指導を通時受ける.

・ 医師たの相談 .

・警察との連絡 。相談 .

4、 今後の課題

小学校内の職員 W、 1枚岩となるだけでなく、中学校・地域の人々とめ連携

うまり、生徒指導に関しては、中学校々区全体が強自な 1枚岩夢こならなければ

ならない。地方の都市化が進むにつれ、より要求されることだと思うこ中学校

と連絡を取り合い.今後も次の点を充実したい。

・小中職員間の交流

・親へめ啓蒙活動

・万弓:ガあっても学校 。家へ連絡が来ない店→どう啓蒙するか
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2、

0 点検 、班競争 、違求 をしくんで

(例 1)係 を理に うばいあわせる。
「○班は、A子 さんをのけもめに した り協力できていません。

△係をや る資格があ りません .わ な しの班にや らせて くだ さ
しヽ . J

(爾 2)級 友に乱暴す る F君 を学級会で追求する。
A雄 :「 私 をどうして けるのですか 』
B子 :「 みんなに迷惑 をかけて いると思わないのですか J

「先生 の学級経営は 、クテスの まとま りは確 か :こ よ くな つているが 、
中の子どもたちは、強いられていて生き生きしていないので:ま ?J

と、助言してくださる先生もみえたが、残念ながら爾く耳を持なず、
ずつと後になつて気付いていくのだが ‐・

このスタイルの指導は、 (私の指導力不足かも)

● 班機互の協力 よ りも、「や つつ けた 』「や つつ け られ た J≧
い う敵対的な関係 を育てていた 。

● 友達の欠点 に 甕をむける、自分 に甘 くt他 人に難 しい子 ども

を育てていた 。

学級組織麟 (5年  20人 、 5班覇成 }

THK(玉 封欺選奪)

津充増進会社
書乗ア野ガタション

裁室糠壌整曇奎義
学島アサア薔舞難
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(1,0菫、2亀ずつ)

(選で曇当、一人一後)



「

幹 薬導t亀 ゲーム・イベントをとり慧lれて
本崚‡ま、全校児童 1環11人 とい う壕ゝ規模綾 である。鶏

:難
圃 に入学

した 5才 覚か ら事業 す 蓄までの 3年 闇 、ク テス替 えす ることな く、
轟 じ学畿で轟 ごす 。倖が聾 転与ゝい。悪が行 き轟 <ゅ

しか し、屋の速 い子は K鶏 、織 め う裁毎ゝ子は Tさ ん “キ≧序爾が
爾定 挙れて しまって 、や る気が感 じられを 与ゝ .

本年度 は 、上記学毅縮織 をペ ースに して 、 -7‐ ごもが難 幸す 轟ゲ …
ム・ イベ ン トを計画鋳ξこもちこ轟 、その中常 、 :や ふ気 を育 て 、一
人 掛 と,り を生かす学毅づ く 警」を試弊でぃ る。

鬱  ゲ ーム 〔イベ ン ト活動 の年 闇 の見通 じ

学  期

捧鑽菫轟警資て喜事

や塁気をおこさせ桑゙

学裁義轟タイズ
∫鶴iジダず―バズカ

爾∴―・4彗貴金

轟び籍(4毅 )を 全簾難べ轟よ

う紅なろう.

み応をでポン(身裁)

進鶏さびし

紙ちぎ警

藩轟I讐醗無.1

1懇 Jジダソーバズカ

鶴醸尋

雄名轟て

学
校
行
事

暮選議会

たて心り遊建

野捧撃警

学義譲脅

マテソン食妻

拳 一部 鈴震 られた子 どもだけぐな く、な くさんの子 ど蓬)が 轟鐵で
きる も母 .

●  そ命ため ほは 、撮 鋳な轟文化 を多 くと り等ゝれ る。

舎 …人事と等織薫諄な轟豊ll・ ぎ薫
す。

・ 機纂争ダ…典
` 機意警大会

 ヽ 単ゝらまつ警
夕 薦∴一露大会  

ご

▲ 玉野畿麗タイズ
じ ま彙《黛ち難}豊彙議げ基よう

雑をふう。

たてき争最ごう量襲

たて懸警意量量金

藤番金

動
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ソーラーバル‐―ン震難
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喜ス・・―t書上金

, をあとが
・ 一無車華拳
・ 摯息ごの度む群
り難ず籠う



<学 校構断 タイズ>
学 校‡こ灘す るこ

る。

とは何 で もネ タ韓 して幾 し も う とい うタイズで あ

纂 1轟 購 《毅 鰤鶴鬱作成 》

問 1 玉翼ノ:｀ 学崚は ヽ

ア 3参諄 、

今年轟崚偶年 難ですか 。

《 4◎奪 、 ‡ 5摯等

爾 2 崚舎 輝銀は 、鐘鑽韓縄毅 あ りますか 幸

ア 1等 4量  、 イ 菫24職 、 ウ 144最

な ど 5闇  (略 )
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m― の爾懇寸籠織 イベ ン トは 当爾議嘆 }

聾ない うパ ズ学奮鍛理念

ベ ン トをと 書blれ て 聾蒔

生 き と露を簿かせて 犠`

た らなか った子 どもが

『一軸車乗 りJな どの
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糧,実畿寿鮭螢と考察

(豊 》難異

ア.子どもたちが現るく、活動鋳通なった。熱重を持って議すようになり、議実難轟
くよう:こ なった。麦分なり:こ考え、鶏分とみんな義た毅 喜ぴ稜轟って動くよう鍾
なった。

イ・ 轟じやう内容が充実してきた。現在鎌子どもたち参議し会予Lは、生活母中から難
量を見つけ、それを自分たちの手で義善していこうとする竜欽が感じられる。個人
の努力を認め、轟ます思いゃりが生まれた。実践化へ白けて奪パソーを感じさせ亀(議 》考察

ア.指導計轟にっぃて

3段難扇の指導計画は.各毅鋳ごとに歳ぬる児童の姿をより明機にし、次への移
行を購満道するばかりでなく、ノィードバックも容易難できることは、これまでの
実践で、魏らかになった。通響な指導 (手だて難対する点検、修亜)実践を積碁重
ねふことによって、その難果が増してくること輸 められた。
特に壼・係活動はも学級の鯛意ェ夫欝 大きい継力ある活動ではあるが.反爾、

蜂  義

窮 〔曜農 華発表:}、 拳裁会曇纂嵯
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選去総経験賊 って生じる個人差も大きいため、導入段階においては、「現雑に伝

える (毅える)こ と建が最も必要であると感じた。

子どもたち猛、握儀としての学緩に対する思い、子どもたちへの願い、その量妹

(必要性 )を、朝繊難議り、理解させ、そのため織方法 。手段を模数させたい。子

ども:ま装傲し、それを繰り選す中で、僣性を
~2~み

、自主性を培っていく。

値を対象とする基本鱗な生職 (学警)警襲の指導壼力を入れたい。未知なる世界

母麟雑立つ導入鑽幾通憶ゝ難率Φよ拳機 な指導を難鐘し、子どもたち一人ひとり

をでき壌よう難してやら毅くてこまならない。そして、みんなでやることの暮ぴを毅

えてやらねさ∫ならない。「できた。』 F轟白い。番『楽しい。』こそが、炊へ砕意

鐘となり、形成設麟におけ纂質の向上へともつながると思う。

集甕寺取り難む通と織喜ぴを無った子は、そのため:こ力を会わせ纂こと鋤できる

―子で轟纂。

また、児童纏互の教育力が豊撻 れる影威鑽難に装甕したい。こ鈴駿難で増えて

く撃羹主鋒アォ饗―マン毅して轟動す辱鷺董の姿難ゝ鯵銭駿議で、見童が 要やって

まかったキ理 装自分たち鍛やってい辱こ遠ζ意、轟畿轟轟ことだ。』鯉実轟す辱こ酸

‡こま嗜て
｀
豊窯難た轟敷鐙:喜労通簿蓼、歳なる学畿、鸞を基盤とす辱羹主鶉な学畿擬

機tll鯛 攀_驚lげ碁轟 薔ゞ電烏慮ゝf‐
練藤と貧L道 懸通襲1駐[錢≪轟しず篭l警                  _

数禽機、・詐√鵡鋼種」で育て暴い奮ち晏う轟縁鶴瀞ど.や鋳灘藷な麒董轟鍮り手で

まり貴導く南可聾iζずでしL争てこや、章壼織羹I難轟けて轟碁通憩う。最鍮‡ま救義実態

や織鐵鷺ど、轟霧ξ難羅って轟鰊む贔崚 拳議菫していて轟警が轟碁キ

イ t挙・鉦て霧嘩熟ヽマ

鰻財を見変し、羅諸イ羹鍛た尋券i手変てな幸寺こ麺:こ ま摯て.轟勤膊蓬ま憔場 でき

ずれキ子どち発もの難きやす審Lシステム範なった。整饒さ轟た難鐘鍔春で、講予餐を

や碁わか籐理椰醸数毅警.嚢誰化の手渡 をうつこと難よって、ど参ようにやる券豫L

T簸かって曇たが毎だと懲う。

穆.窺難れ今後織轟轟

(1)鐵難 諄・争 ア.轟塾内容警児童嘩生懸峨中から生轟轟し、覧童の手で育てていく
'こ

とがで難た。

イ驀幾機作りが進んだこと難よつて、児童一人いなりの活覆鍛場が広が

った。

(負 》畿饉 … ア.発展鑽購獲おける機導内容織充実 な轟分化輸懇碁。

イ.懸動内容については、魏確な彗錦魔議鍛Iび、評織 ◆反書を生かした

内容を経鐵しt資鋒向上を轟ざして、精畿 學亀実の方向で、そ器ため

勢手だてをさら難開発・鏡警していく。

導.終わりに

変奪す為子ごもたちめ姿に、「 子ども場育てることは、子どもが育ち、子どもが育

て会うことだ.Jと教えられた。「 なぜやれないかと爾う薦難、なぜやら遣てやれな

いかと轟うべきだ。Jとの思いが深まる。生鶴を共にする檸轟として、犠顔を寄せら

れ機継義でありたい。子どもたちにとって、議実無紺 ありたいと思う。
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◎生活ザーダーを中心にす

みやかに捧影をかえる。

○きょうのめあてが守れた

か.震雀暇轟については

どう滞海脅菫も`顔毬きG声 しく
'

慮験じめ機ヽ、繁欝しよう.

○グループ籠で畿だ麗題鋳

中でタラス全体に露係し

たものを出しクラスの向

上そめざして討
=し

よう.

0今目の反書項目に従って

議し合おう.

0運織の中でわからないこ

とが盛鳳電ぱ報翻購し、饉眼闘

なことはじっかリメモじ

ておこう。

0翻直としての動めが充分

でなかっだ塞も覇麟をた

だそう.

○趨立し、擦拶をかわそう。

(■ )ぽ 奎鑓バで轟通 轟鶯襲 爵壌鰺琶麓呼祓番饉進亀て,盤嘘∫歌
゛

鐵申揮バ∬番蠅 欝欝

参饉金のことぱ

Φ全体ぶズ翻鏑

0点検額置につ

いての反省

0投量か儀の運

鰹

◎餞置から蟻点

検

○目直朝 越点

検

○爾会宣富

③億溝轟長fま前に出て机列

警バズ体躍 :こ して鐘バズ

蠅輸を宣鵞ずる.

O盤溝 リーダ機は壼の理会

脅か亀 自分たちの選を

意く可貯るとも`う夢亀曇盪G騨轟琵

い機上に重鬱て議し合い

をすず確よ曇。

○餞蘊は競鑢臨でみんなを

襲簿させよう。

○奪銅部委員や三冨長は生

溝砂中からの反観 点検

鐘轟を発費し、議量をな

ばかける.

◎それぞ潔⑮奎含で翁決定

事聰 その他運鶴したい

こと警発表しよ予警

○日覆として気づひたこと

を景購綾しよう.

○翻壼としてのつとめをし

っかり暴 じたか魔省しな

がら議購 爾こう.

◎麗直は錮会を重言する。

司舎書鐘開会宣言をしよ

,崚
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繁 6分科会
わかつた ら、手を挙げて帰よう、言 ってみょう。
一― 参加度の高しヽ援業へのアプ豪―テ ーー

愛舞震奪露井市立麟来中学校  古爾蘊人

は じめここ

私のクラスの ヒサシ君数宿題や提轟物忘れが多しヽ生徒です。
わたしも親 も注意 しますがこ うまく行 きま管んふ しかし、 タカシ
書の一言が なサシ君 を変えて しまいました.「 あんまり、さぼら
らん難きゃあよ」たった一言だったそうです.そんな薫晴らしもヽ
力が、もっと学級の中で生かせなひものだろうか.わた しは、そ
う聯う立場で、バズに接 しています。

研究内容
1、 小集目を基盤 とする学級経営 (3年前と現在の心境 )
(1)3年 前、学年全体で強力に取 り組んできた.学年会

が担任と学級をぐいぐい事:つ 張っていく.そんな申で
一担任として多 くの事を期待 し、 ・・ ◆あるべきだと
考えていた.

爾 :・ 合宿譲練でのパズ学習の練習
意義、議 し方、聞 き方、司会、班長、班ノー トOSTで の生活反省、助け合い学習

・ 各教科、意図的なバズ学習の導入
・ リーダー養成
・ 学級の公開 (ST、 係活動、掲示物・ 00)

うまくいったもの、そうでなかったもの、 いるいるある.

〈麟》 現在も、学年として渡小集藝を取 り入れぬ学畿轟暫菱
ξ子っているが、学年会が各学級経営の受け腫鞠な存在と
なっている. 襲一事項も少ない.だが鐘覇交畿鐘藩発.

こうもヽうこともやれるのではなむヽか鈴Fか境



こぅいうことを感 じて くれたらなる。 という気持ちである.

これで、いいのだろうか ?

I・
"腱

饉 書 摯 藝 鬱 饉 ‐ ‐ 饉
"僣

‐

:

鵞こ授業態度 を改善 しようとする試み  : 班ノー ト :

ア、気になること

5月 鍛申旬あたりから、気になることが出鑢線な。

5尾 亀?騒   リカ {成績 :ト ツプクラス≫

・・・ 私は授業でわか
'つ

てひても、事を学げな Lヽ

ことがほとんどです。‐だいたい私達鍛ケテスtよ 手

を挙げる人が決つていますo ・・・ 。・・ ◆等●

00。 先生が質問 したたびに挙げる人を、私はい

つも勇気があるなあと思 つています。 あまり大き

な勇気ではないけど、轟せるとひ聰ヽなあと思います
゛

学年会で

音楽 :歌 う声が小さくなつてきた.

家庭科:理
資F量誓蓄轟誕寛零:募貫奮じ暑亀子が

しヽ 16。

国語 :教科書 をみんなの前で声 を轟 して議む子が

少ない.          、

翌圏、幅のSTで注意むず轟奪彊Å鋳凛鑢導働必聾が機

る生徒亀ま、鱗鐸を構等で話をす饉。

轟鍛爾、教科鍾緩か ら轟晉鍮教えてももう

私翁全惇鋳な漉量では、 この状は難験す壕こ酸がで萎

なしヽ。 改ずます落ち違む.皇徒0い うだもも醸 しみれ轟奪

一人もかりけど路諄蘭かいてよかつたとな ら

ことだつてた くさん轟轟ぜ辱



ぞこ
・
彗身逮で改善 しておこ

・
うとす る試み

等馬 14目 から学毅会議始 くクラスの諸覇題を考ぇょ多》
雲後、 議甕鍛学級金 ≪資料 b≫
甍轟鷹翁鍍 響込み、できるだけ爾轟 し管ずξこ鍾鑽を見て
しヽ辱。 彗分達の Fむ緋中翼重 くの しかか準てむ、壌こ≧、みん
な機力がなひと解湊できなもヽものここ燿点を絞りでもヽくょぅ
フ 翼バ イスを与ぇる。

「

。 載 確 毬 辱 藝 確 多 彗 ‐ ‐ ‐ ‐ 零
“

‐ ・‐ 幸 ‐ 曝 曝 彎 。 ゆ 彗 輌 o‐ 靱 ‐ 織 轟 摯 疇 籠 彗 霧 彗 磯 議 彗 ‐ 韓 備 饉 o‐
・

機 藝 曇 ‐ 彎 鉾 磯 管 撼
警

[  磐尾 17ロ   ァキラ (成績 :申種魔≫     [
:冨曇雪手F翼皇轟董雪を基屡裏墨輩二警燻轟『輩喜 :
]レ ぎヽ こわさで先生を見てぃることです. ゃ◆・・  :
.: ・・◆「・なおす方法はぼく自身わ言3奮護鍾遜轟奮:

:=余タデ亨〒∵ヤ十富歴ゝ守『ぎ輩:こ惨じつくりなお
|

: さなあなんと思いました。.           :
・‐ 彎 毬 ‐ 毒 ‐ 零 彗 暉 ec壷 _華 _____‐ ____‐ ‐ __“ 彗 __毒 _‐ __秦 _____0‐ ___鰺 ___奪 _ら む ● _f

|[獲≡≡≡≡亜≡奎萎≡亜
b

この二つに絞 り込まれ る.1差
難

=慧
「

もうすこし追求し
てみる.・ 授業0あ いさっ轟

・ 忘れものの数が違う.

・ 私語が多い、少ない志
◆よく手が挙がる教科とわかってぃても手を挙げ
ない教科

結簿、授業のぁぃきっは級長が先頭に立ってがんばる.
忘れものは、記録 ノー トをしっかり使 う.
私語は授業に集中で きればな くなっていくだろう

という結論に達 し、 aに も含 まれている bに取 り組むこと
が決定された.

掲示係の手により、前画黒板参上に掲げ られた.

学級会後の生徒たちの感轟は、資料 cの ょぅでぁる。
F'r.oltlGlr'r"rl'l'-rrrt"'rrtrrra-!-rDrt-r--!-aaiit-$Grra-:-r---rt-ta(arr-s-!-Ei
0

磐興 21日  アニミ (成績 :中程度 )
いま、 クラスの約束は「 ゎかったら手を挙げるJこ れ
はわた しも賛成だったけど、反面、挙げられ饉かな?
お心菫でした.でもなん なかいまは大丈夫です。

1の 二 約束
私たちは、ゎかったら手を挙げます.
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鰺 馨◎ 轟言でその種参機子を各理では 等遮 り、ぬ表してみ

蓬寺亀は毎篭うか、彎うがな凸いて聰ヽ轟だけ母理轟鐘もつ酸

よくな辱≧鶏ヽしヽねeでその饗が終 纏参菫徒磯纏予や鱗ガ中 ≫

を見ても、議 して饉轟墨こにんていると濾饉たない幸聰濾鐘鶴

もり通、 しつか りせんかい。 と言聰ヽたくな基ざ、なん鞍か

生徒縁もの申から、良い書が轟てこ量ヽヽだろうかと特つて
もヽる。

申、アツケー ト調査から ≪資料 d}
二学鑢轟入 つてから、今まで働取 り纏みを振 り返つて見

ようということで、プンケー ト睡実施 した。

・ 肉審  1、 だゝ学技 6年生0議菫態度ことつ鶴ヽで

2、 中学技に入学 してからの変化につひて

3、 学毅会の前後の授業態度につ鴨ゝて
4、 つまずきの原因は何か

轟、態度敬讐傷ため鍛彊人、班での努力
等、挙手ず懇ことで待と、 良鶴ヽ経験
など

や感懸  や鐘 り順調ζこ進んでいるとは言えなもヽようだが、

少な くとも戦 撃轟みはマイナスの要素とはなつて

いないようは思える。生徒 は、多かれ少なかれ挙

手 し、発言 したことによって良しヽ経験をしている

ようである。 しか し、それが発展 してもヽかない翁

は、「 つ まずき鍛票国 lま 何か』で見 られ轟ようここ

授業がわか りここくひといら退と、轟 しさや失数亀こ

対する不安が大きな原轟義 ようだ。

「気軽に 。・ ◆』≧ひ瀑私の願いか らは種遠いも

鑢であ碁。 しかし、生徒たちこま自分たちの約束を

なんとか守ろうとして、小 さな勇気や知恵を出し

合っているようだ。 この輪がどうや準たら広がる

のだろう.バ ズとの接点が見えてきたように意え

る.

今後の指導
銅 じJか 爾をしてもヽる伸間がもヽる事を知 ら構よう.

がんば発うとす轟勇気や知恵が奮ることを知らせ

よう。 STを 使つて 復習バズなどで鑢習をして

弊よう⑬ ようや く議年欝翁轟尭慮壌こなどりつい鍮。

こういうこ赴もやれる難ではなしヽか勢心境

で 轟 蓬寺



第 6分科会 学緩経営・生徒指導

提 案 題  自 主 性 を 育 て る 学 級 経 営

――― 短学活の自主的運営を通 して 一ニー

愛知県春日井市立中部中学校  武 由 春 雄

研究内容

1∫ は じめに

(1)学級経営の意義とねらい

学級経営は,すべての教育活動の基盤であ り,出発点である.し たがうて,学級経

営を充実させることは極めて重要な課題と言える。学習指導要領に示されている特別

活動の目標から照らして,次に示す三つの課題が学級経営に求められるていると考え

られるe

③ 生徒一人ひとりの個性に注目し,それぞれの個性を最大限に伸ばすこと.[個
性化を図る課題 ]

② 集団にお :す る望ましい人間関係の育成と適切な集回活動の展開によって,社会

性のある人間に育てること.[社会化を図る課題 ]

③ 一人ひとりの生徒が,常に心身を健康にして調和のとれた安定 した発達をとげ

るようにすること。 [安定化を図る課題 ]

私たちは,『 自主的・自律的な特別活軸 の展開を目指 している。自主的・自律鋳
とは ,他に依存することなく,自 己の自由意志によって正 しく判断し,行動する能力
であると考える。具体的には,研究紀要の「研究の全体構想 Jの育てたい生徒饉 :こ も

示 したように,自 己の考えをしっか り持ち、他との関わりの中で相互に高め合い,鰺
まし合つて,生き生きとした学校生活を送ることができる生徒を育てることを目指 じ
ている.こ うした特EII活動のねらいから考えても,自主的・自律鋳に行動できる生徒
を育てる学級経営の展開が重要になってくるのである。

輯)学級経営における短学活の意義

朝と帰 りの短学活は ,教育課程の三領域の中の特IIf活動に位置づけられ ,学級の時

間との関連も深いものである。

朝の短学糧:ま一日の学習のスター トとして ,生徒一人ひとりに「一日の学校生活を
しつか り送ろう」という意欲を喚起させる時間である.また ,帰 りの短学活は一日の

生活や学習を反省 し,「 明日もがんばろうJと いう意欲を湧きたてる時間でぁる。

短学活を充実させることによって,生徒一人ひとりの自己の個性・能力の伸長を鰯

指 し,自己実現を図らせることができ,さ らに,集国における望ましい人圃関係も育

成できると考える。生徒たちによる自主的運営への手だてを講ずることξこよって,短
学活を充実させ,価値あるものとしようとする努力が,自主的 r自律的 3こ 行動できる
生徒を育てる学級経営に追ることにつながるのではないかと考える。



2,短学活を充実させるための取 り組み

(1)短学活の時間確保

短学活の時間はどれくらいが適切なの中ゝは,学校全体の時間配当とのかねあいや,

短学活に盛り込む内容やれらいなどによつて変わつてくるので,一機にこうだとは言

えない。本校では,朝の短学活には ,教師の打合わせのための鶴分闘を含めて30分聞

を当てている。また ,J轟 りの短学活には,従来:ま 15分間であつたのを,昭和60年度か

らは25分間を当てている。メ轟りの短学活の時間を延長した主な意図は ,生活バズと復

習バズの導入を行い,短学活の充実を図ることにあつた .

(2)プログラムの設定

現在取 り組まれている「短学活のプログラム」は研究紀要に示 してある通 りである。

短学活をプログラム化 した最も大きなねらいは ,生徒による自主的運営を容易にする

ことにある.さ らに,短学活における個人の行動目標を明らかにし,短学活の限られ

た時間を有効に使 うこともねらつたのである.個人の行動目標として ,次のような点

をおさえた。

◎ 自分の分担は完全に果たす .

⑫ 自ヽ分勝手なことをしない。

③ よりよい学畿にするために自主的に行動する。

生徒の自主的運営といつても,生徒まかせであつては自主性も育とないと考える.

教節の指導あつてこその自主性である.そ こで ,短学活の開始時 (蒻は 8時 10分 ,帰

り]ま 3時45分 )には,教鰤が必ず教室にいるようにすることとか ,上記の行動目標が

守れるようにねばり強く指導することなどを共通理解事項として確認 し,指導に当た

っている。

(3)復習パズの導入

ア.短学活と教科指導

復習バズとは,授業で分からなかつたところを教え合つたり,大切なことを確か

め合つたりする相互活動である。復習バズを帰 りの短学活に取 り入れたのは ,

① 今日,学習 した内容を定着させる。

② 学習理解の知的な面と同時に態度的な面 ,すなわち学習意欲を喚起させる。

③ 相互作用により,お互いの理解を深めさせ ,望ましい人間関係を育てる。

という三つのねらいからである。

中学校にお:す る教科担任制の弊害の一つに,教科指導は教科鐘任がもつぱへ行 う

ものであり,学級担任意ま関与しないという意識をもならしやすいという指摘がされ

てしヽる。こうした弊害を少なくするためにも,短学活に復習バズを取 り入れること

の意味があると考えた。すなわち,復習バズの導入が,学緩担任の教科指導への積

極的な蠅与を促すことにつながると考えたのである。ただし,これはどんな学習 :こ

も意欲を持つて取り組ませるという,学習態度の形成という面において教科指導に

関与 れていくということである。短学活中における復習バズは ,授業中とは自ずか

ら異なつた学習活動である。すならち ,‐ 子どもの農主的な学習轟動が ,よ り積極鋳



に展開できる場であり,時間なのである。学畿担任が復習パズの充実のために行 う指

導は,子 どもに意欲的に取 り糧ませるための工夫と,復習バズの時間を確保するため

:こ ,短学活の運営を籠率よく行 う工夫に自:す られる必要がある。

イむ復習バズの進め方

復習バズをとりいれて実践をしていくな力ゝで ,復習バズをとりいれるのll■難 しいと

か ,他のプログラムに時間をとられがちになるなどの意見があった◆こうした意見を

検討していくなかで,教鐸麓に復習バズをとかく難 しいもの,高度なものととらえる

′傾向があることが明らかになつた。そこで ,「 今日の援業で何を学習したのかを確め

る」というような,できるところからの出発を

まず考えたのである.  ″

実践を進めてい<なかで,小テス トを使って

復習バズをうまぐ定着させた事籍がある。右に

示 したのは,小テス トの一爾である。この小テ

ス トζま.学習部の生徒に自作させたものである。

これを綾って復習バズに取 り組み,答え合せや

確認の段階でバズを行 うのである。
｀
このや り方

は ,課題が明確なので子どもたちも取 り組みや

すく,また,学習部の生徒の自主活動を助長す

るという利点もある。

(環 〕生活バズの取 り組み

ア.短学活と生活指導

もともと燿学活は学校にお :す る基本的な生活指導の場として機能 してきた◆しか し,

それは数師からの一方的な説譲や注意の鼻で終わってしまうことが多く,大部分の生

徒は教爾からの指摘を自分の問題としてとらえること:ま少なかつた.こ のことは生徒

相互の人間関係の歪みなどから生 じることが多い生活上の諸問題を,円滑に解決する

機会を少な<していた。

こうした状況を克震するてだての一つとして,私たちは短学活に生活バズを取 り入

れたのである。一日の生活を・もとにした相互活動を行 うことは集団における望ましい

人間関係を育て ,さ らに社会性のある人間に育てることにつなり,それが集回のモラ

ルを高めることにつながるのではないかと考えた。今まで「注意 しにくかった」「注

意されるとおもしろくなかった 1こ とから,「 注意 しやすいJ「 他人の注意を素直に

聞けるJと いう態度への変容が見られつつある。

イ.生活パズの進め方

本校の生活バズは,研究紀要に示 した短学活記録表をもとふこして;帰 りの短学活で

取 り纏まれる。その内答は,朝の短学活で決あられた菫圏標が守れたか ,ベル着や無

駄話をしないなどの学習ルールが守れたか ,美化 ,隷化活動に意欲的 3こ取り組めたか

などを話 じ合っている。また,轟 直班虻よる点検を行つている学鑓では ,日直の点検

纏果と壼め反省を関連させながら議 し合っている。
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(5}短学糠公闇の取 り組み

ア=短学灘公開のねらい

私たちは ,授業公開に基づく授

業研究によつて指導法の数警を図

るよう:こ ,短学話公騒と,それに

基づく研究機機により短学減の充

実を図つてきた。短学活公開鐘次

のようなわあいを持つて行つた。

◎ 短学活の意轟・役機につい

ての共通理解を図る。

● 短学轟の中心的なプ爾グラ

ムである復習バズ・生活バズ

の進め方についての経験交流

を深める。

0 生徒による自主的運麟を健

｀
すために生隻も参加さ悲る.

イ=短学轟公闇の方波

辱学年3～ 4学級の短学活を公難 し,他学畿命撻任と生徒代表が参畿する。参観

する生徒は学緩撻任が任意に4～ 5義選ぶが ,大体は学畿委員など学畿の核となる

生徒をえらぶことが多い。生徒も参観させるのは ,こ うした相互交流が,生徒によ

る短学活の自主的な運営を促進する一つの手だてとなると考えたからである。

参観する生徒は,短学活参観記録表に,短学活の流れ ,自分のクラスでも取 り入

れたいこと,改善した方がいいと思つたことなどを記入する.こ め議鷲機表をもとに ,

自分のクラスで参観結果を発表 し,他クラスの短学灘の状況を報告する。その後 ,

記録表は参畿クラスの学級揮任に渡され ,短学活の指導改善に役立てている.

このように短学轟公開は,短学活の重要性についての共通理解を深めるためのよ

い機会となつているばかりでなく,教師には指導力量の向上を,生徒には自主的運

営への意欲と自信を生みだしている。

3。 まとめと今後の課題

私たちの実践は ,生徒の自主的な運営の手だてを講 じることによつて,短学活の充実

を図 り,さ らに,そのことを通 して自主鋳・自律的な行動できる生徒を育てる学級経営

の展開を目指 してきた。研究を進めるなかで解決 しなければならない,いろいろな問題

に直面した。そうした問饉解決への努力が ,教師の資質向上の一駒となつているのでは

ないかと考えている。短学糠も学畿経営も摯毎圏,絶え闘なく醸畿 じて行われる営みで

あるがゆえに,その充実を図ることは大切な課題なのであふことを癌感 じている。

今後は ,短学活の中核ともいうべき復習バズと生活バズの研究実錢をさらに深める還

とと,討懸立案の段階から生徒を主体的に取 り組ませる手だてを探 り,短学活の自主鈎

運営をさらに進めることを課題として研究め継畿 。発展を図つていきたい .
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事 6分科会 学級経営 こ生徒指導
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ヒダ ィ
=バズ轟勤 :こ よる人間闘係改善をめざして=

愛知県春日井市立中部中学校 伊 藤 富 男

1.生徒指導に取 り組むにあたって

(1)本校の畿要

本校は全校生徒 1612名 の大鑓模校でぁる。創立以来今年で41周年を迎える学
校である。ぃゎゅる学校茸麗につながるょうな大問題は起こってぃないが,生徒総闘
題行動は毎年少なからず起こってぃる。ことに近年,い じめゃ登校拒否などの集圏鐘
お I・■る人間問係 :こかかかる問題がしょじょに増加 してきてぃ梅。これらを解決するた
め 4年繭からバズの考え方を取り入れ,人間関係の数書をめざしてそれまこよって生徒
指導上の問題行動を克殿してぃくょぅ努力している。

(2)基本的な考え

これまで本校の生徒指導は,生縫の問題行動め処理:こ中心がおかれていた。しかし,

ここ数年:ま生徒の自主的な活動を促じ問題行動に至る生徒を含みァ学校生活↓こおける
成就感等を育てていく積極的な生徒指導に重点をおくことを心がけてぃる。幸3こ して
本校 3こ おいて

゛
は,大きな革廃の経験を持っていなぃが,現状に甘んずることなく教育

通達辮こ前曲きでとっ轟む必要性を感 している。
生徒の問題行動の背景には,人爾関係吟問題がぁる。人間関係を正しく機能させて

いくならば生徒指導:こ おまする問題行動は未然 Jこ蒐競されると考えている。それ]まバズ
学習の考え方‡こ合い共通するものである。したがって,積極的な生徒指導を進嬢てぃ
くためにζま基本的3こバズo取 り組雄が必要不可欠であると考える。

本校の生徒指導体制ならびξこ積極的生徒指導の取り組みを以下に紹介する。なお本校
の研究紀難 重複する部分は項目のみとする。
2颯 本校命生徒指導体制

1年生徒指導部
2年生徒指導部
3年生徒指導部

生 徒 相 談
生 活 委 員 会

生
装
指
導
委
員
会

0生徒指導主事

学 年 主 任

進路指導主事

実 務 主 任

専 F電 委 員

生

徒

指

導

部

いじめ対策委員会



3,生徒指導の実際

(1)問題行動に対する生徒指導

ア,議 しきと暖かさめ繭面からの指導 '・・基本鋳な畿導方式

` 「轟けなじヽこと‡ましヽかなる理由があろうとい:すない。重といつた厳正な指導方針で

感みァ安易な妥機3よ行わな藝。しかし,けっして生鍵を責めるのではない。聞轟行

動翁再発防止はもちるんのことではあるが,生徒自身の心のやさぶりを:まかり自立

めてだてを構していくようにする。また,共通理解による相談体制ならびここ共通指

導体制 (碁学年 ,全綾 )が確立しており教師の指導が進め署 {な つている。

イ,生徒理解による指導…生徒選人カードξ
=よ

る生縫理解の資料蓄積。

本来生徒指導の基本は学級経営にある。しぬかつて,学級釜錘がその学毅の選々

の生徒を十分理解していくことが必要である。本校では、各学級の生徒一人ひとつ

の行動や性格等を雛時書こ記録し,学畿経営業紅はさみ三年間率じ送るよううこしてい

る。これには生縫の良い面も多く記入するように配慮している。これにより生徒鰯

々の理解をより深め学毅経営砕基礎鋳資料とするとれもξこP主に教育種談まこ灘翼じ

てしヽる。

ウ,地域の教育力の強化…衝頭糠導・パ トロール

教育を考えるのに地域や爆譲者の協力や理解がなくてほ成 り立たない。本綾で‡ま

開絞以来の事業生の多くが,この地域の上線で緩鍾しておられる。そのために本較

の生徒の健全育成に対して非常に協力鋳である。地域の方からの通報や響指難が数

多く寄せられ問題行動の未然鶴止や早期発見ここ役だつている。それに地建連 {地域

生徒鍵全育成連絡協議会 )や地区民生委員鍵よる補導連絡会 ,ま たPTAの投員や

学級委員による衝頭補導・パトロールなど鍛活動が積極的に進められている。

(2)相互活動による生徒指導…「磨き合え了響き合え」

ア〕授業等…態度量標

本校で暑まあらゆる領域でバズ学習が進められており,授業においては班での構互

作露 {教え合い B動け合い等 )3こ よつて効果的な学習を進めるとともここ,学奮 :こ対

する轟立感をなくしていこうとしている。ことに問題行動は学習に対する未充足感

:こ起園していることもあり,参加度を高めること:こ よつて学習鏡容の理解をより深

あるようにしている。そうすることによつて授業妨害予エスケ~プ等の問題は全く

起こつていない。また、態度目標を設定することは,基本的な学習習慣を育てるば

かりでなく基本的生活習慣の確立著こも役立つている。教科担任Jまただ教科のみを教

えるのでなく,学級経営にも参血霧しなければならない。学習規律の確立は学習内容

の理解ζこ:よ欠くことができないことであるし,それはすなわち基本的な生活習憧鍮

基礎となることである。授業を通して意図的にルールを育てようとする態度甕標の

'設定は,生徒指導上意義あることである。



イ,生活バズ

本校で奪よ,班ξよ授業だけでなく溝撮・給食当番など学校生活のあらゆる場面で穣

麓している。いわゆる生活バズと呼ばれるものである。班でいろいろなことに取 り

轟数に当たつてまず轟標を決めて始め ,最後‡こ反省をして鴨囲へ鋳課題をつくる。

途中においても,相互に指摘し合つて進めている。 (相互批正 )この様な班活動を

通してより良い人間甕係を育てるとともに,正 しい生活習慣の確立がこまかられる。

ウフ短学活…短学活記録表

生活バズを十分まミ機能させ効果的な相互活動を行つている。 (研究紀要参難
工 )班ノート・記録ノート

本校では生徒の角面 :こ迫るための手段として記録ノート・班ノートを稿選してい

る。班での人間関係を調滑にしたり,彊人の問題を相互に解決じぬりするなど効果

鈎維活用させている。

(3)道鐘教育の積極的実践 (研究紀要参照 )

(4〕 自主性を育てる指導

ア,生徒会活動の充実

意欲的な生徒の活動を援動し,自主的な活動を為じ選げたという成就感を与える

ように配慮しつつ生撻会活動の充実を図っている。主な活動としては研究紀要に記

載されてしヽる。

(ア )校蓮問題↓こ対する取り組み…生徒による自主的な校則の改正

本年度より校期の改正:こ向けて進めている。今現在は,生徒全員ならびに保護

者対するアンケートを実施 し集計作数 分析を終え,それをふまえて教師にょる

検討会を重ねて,生徒命手で実際に自主的に考えて作り上げさせていく部分を模

索しているとこるである。今後鐘生徒・保護者ft華の意見を聞きながら,生徒会

が申J心 となつて学畿での話し合いを進めてしヽく予定である。爾心の高いことであ

り,生徒の相互活動を生かしてより質的に高い意見を吸収したいと考えている。

(イ 》委員会活動の充実

a,緑化委員会…緑化表示板

b,生活委員会…あいさつ運動・生活集会

本校では月に一度個々の生徒の生活面での見直しを行つている。救師中心で

はなく極力生活委員の手で指摘 しおうようにしている。生徒:ま 轟己の判断の基

準が比較的甘いものである。そこで他の生徒 (委員)から指摘し合うことによ

つてより効果的な相互批正がなされている。

イ,ク ラプ・部活動の充実 (研究紀要参照)       、̂

な,学年・学校行事の充実 (研究紀要参照 )



4 まとめと今後の課題

問題行動が起ころ度:こ ,その事後指導に違われつつ生徒指導の難しさを幾度となく轟

感している毎日である。いろいろな分野で全力を尽くして教育活動を行つている:こ もか

かわらず生徒指導上の問題は尽きることがない。しかしながら,人間関係の問題がその

主たる要理であると考えるとき,それをいかをこ改善していくかを考えてしヽけばよい。バ

ズの理論がまさにその改善をねらつたものであることを考えるとき,パズ活動を主体的

皐ことり入れ,積極的に甕々の教育活動を進めていくことが一層大切であると思うのであ

る。決して,て まえみそなことを言つているので:まなく,そ こ轟‐ 徒の理想鋳な姿を目

標として描きながら,普通に取り組んでいll■ば問題行動に走る生徒の何パーセントかは

救えるので:まないかと思う。あえていえば,問題行動に追随する生徒は確実に減らせる

のではないかと思う。しかし問題は起こるのであつてそれを0にすることは難しいこと

である。おのずと学校の指導の中には限界がある。その点は,保護者・地域・轟畿爾と

の連携を取りながら,つねに模索しながら金力を尽<す所存である。

．混∫釘孵
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